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研　

究　

展　

望　

二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）

　

二
〇
二
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
能
・
狂
言
の
単
行
本
、
お
よ
び
雑
誌
等

に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
取
り
上
げ
る
。
例
年
と
同
じ
く
、
単
行
本（
表

き
よ
し
）、
資
料
研
究（
高
橋
悠
介
）、
能
楽
論
研
究（
高
橋
悠
介
）、
能

楽
史
研
究（
深
澤
希
望
）、
作
品
研
究（
中
司
由
起
子
）、
技
法
・
演
出
研

究（
山
中
玲
子
）、
狂
言
研
究（
伊
海
孝
充
）、
そ
の
他（
横
山
太
郎
）、
外

国
語
に
よ
る
能
楽
研
究（
宮
崎
眞
帆
）に
分
類
し
、
所
員
に
よ
る
分
担
執

筆
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
一
本
の
論
文
が
扱
う
内
容
が
一
つ

の
分
類
項
目
に
だ
け
当
て
は
ま
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
分
類
は
当
該

年
の
研
究
全
体
の
傾
向
に
よ
っ
て
便
宜
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

お
断
り
し
て
お
く
。
分
担
執
筆
の
結
果
、
個
別
の
論
の
紹
介
が
中
心
と

な
り
、
全
体
を
展
望
す
る
視
点
は
十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
重

要
な
論
稿
を
見
落
と
す
な
ど
の
遺
漏
も
あ
る
と
思
う
が
、
ご
寛
恕
を
願

う
。【

単
行
本
】

『
黒
川
能　

1
9
6
4
年
、
黒
川
村
の
記
憶
』（
船
曳
由
美
著
。
Ａ
５
判

392
頁
。
１
月
。
集
英
社
。
三
六
〇
〇
円
〔
税
抜
。
以
下
同
〕）

　

平
凡
社
で
雑
誌
『
太
陽
』
の
編
集
に
携
わ
っ
た
著
者
が
、
山
形
県
の

黒
川
能
を
特
集
と
し
て
取
り
上
げ
る
た
め
、
一
九
六
四
年
11
月
に
初
め

て
黒
川
を
訪
れ
て
以
来
、
黒
川
に
頻
繁
に
足
を
運
ん
で
翌
年
２
月
の
王

祇
祭
に
参
加
し
、
祭
礼
の
様
子
や
そ
の
前
後
の
人
々
の
様
子
を
詳
細
に

書
き
留
め
た
も
の
。
当
時
の
王
祇
祭
の
様
子
が
詳
細
に
わ
か
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
王
祇
祭
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
春
か
ら
冬

に
至
る
ま
で
の
黒
川
の
様
子
も
記
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に
し
っ
か
り
溶

け
込
ん
で
取
材
を
続
け
た
著
者
な
ら
で
は
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

『
伝
説
の
面
打
た
ち
』（
東
京
国
立
博
物
館
編
。
Ａ
４
判
24
頁
。
１
月
。

東
京
国
立
博
物
館
。
六
〇
〇
円
）

　

１
月
２
日
か
ら
２
月
24
日
ま
で
東
京
国
立
博
物
館
で
行
わ
れ
た
特
集

展
示
の
作
品
紹
介
。
赤
鶴
・
日
光
・
文
蔵
・
龍
右
衛
門
・
越
智
・
増
阿

弥
・
徳
若
・
春
若
・
福
来
・
宝
来
・
千
種
・
日
氷
と
い
う
12
名
の
能
面

作
者
に
よ
る
面
が
展
示
さ
れ
た
。
面
裏
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

面
裏
に
記
さ
れ
た
銘
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
解
説
の
執
筆
は

浅
見
龍
介
と
川
岸
瀬
里
。

『
マ
ン
ガ
で
わ
か
る
能
・
狂
言
』（
マ
ン
ガ
で
わ
か
る
能
・
狂
言
編
集
部
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編
・
小
田
幸
子
監
修
。
Ａ
５
判
159
頁
。
２
月
。
誠
文
堂
新
光
社
。

一
六
〇
〇
円
）

　

タ
イ
ト
ル
ど
お
り
多
く
の
マ
ン
ガ
を
用
い
た
能
・
狂
言
の
入
門
書
。

１
章
「
ギ
モ
ン
に
答
え
ま
す
」
で
は
初
心
者
が
能
・
狂
言
に
抱
く
疑
問

に
回
答
、
２
章
「
能
の
楽
し
み
方
完
全
ガ
イ
ド
」
で
は
鑑
賞
す
る
に
あ

た
っ
て
の
留
意
点
を
説
明
す
る
。
以
下
、
お
勧
め
の
曲
や
注
目
す
べ
き

登
場
人
物
、
謡
・
舞
・
囃
子
の
体
験
の
様
子
な
ど
、
能
・
狂
言
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
。

『
絵
解
く　

戦
国
の
芸
能
と
絵
画
─
描
か
れ
た
語
り
物
の
世
界
』（
小
林

健
二
編
。
Ｂ
５
判
213
頁
。
３
月
。
三
弥
井
書
店
。
三
五
〇
〇
円
）

　

幸
若
舞
曲
の
絵
巻
や
絵
本
に
つ
い
て
考
察
し
た
書
だ
が
、
個
人
蔵

『
源
義
経
一
代
図
屏
風
』
の
考
察（
小
林
健
二
担
当
）に
お
い
て
、
能〈
安

宅
・
橋
弁
慶
・
船
弁
慶
〉の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
屏
風
は

六
曲
一
双
で
、
常
盤
御
前
が
三
人
の
幼
子
を
連
れ
て
逃
避
す
る
話
か
ら

平
泉
高
館
で
の
義
経
の
最
期
ま
で
が
描
か
れ
て
お
り
、
幸
若
舞
曲
だ
け

で
な
く
古
浄
瑠
璃
や
能
楽
も
利
用
し
な
が
ら
、『
義
経
記
』
と
は
や
や

異
な
る
義
経
一
代
記
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

『
亡
霊
た
ち
の
中
世
』（
高
木
信
著
。
四
六
判
380
頁
。
３
月
。
水
声
社
。

三
八
〇
〇
円
）

　

軍
記
物
語
や
室
町
時
代
物
語
な
ど
様
々
な
古
典
文
学
作
品
を
も
と
に

亡
霊
を
論
じ
た
も
の
で
、
能
の
作
品
を
通
し
た
考
察
が
か
な
り
の
部
分

を
占
め
て
い
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
る
作
品
は
第
一
章〈
二
人
静
・
吉
野

静
〉、
第
二
章〈
鵺
〉、
第
三
章〈
八
島
〉、
第
四
章〈
善
知
鳥
〉、
第
六
章

〈
忠
度
〉、
第
七
章〈
須
磨
源
氏
・
敦
盛
〉、
第
九
章〈
重
衡
・
千
手
〉、
第

十
章〈
卒
都
婆
小
町
〉、
第
十
一
章〈
隅
田
川
〉と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

「〈
怨
霊
〉化
と
は
、
死
者
を
現
世
に
回
帰
さ
せ
る
と
い
う
や
り
方
で
あ

り
、
死
者
が
現
世
に
影
響
を
与
え
、
現
世
の
出
来
事
に
介
入
し
て
い
る

と
す
る
思
考
で
あ
る
」
と
か
「〈
亡
霊
〉化
と
は
、
死
者
と
生
者
が
親
密

圏
を
構
築
す
る
と
い
う
や
り
方
に
お
い
て
は
触
れ
あ
え
な
い
も
の
の
、

触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
と
い
う
不
可
能
性
を

生
き
る
こ
と
で
あ
る
」
な
ど
定
義
の
把
握
が
難
し
い
。
能
の
詞
章
を
緻

密
に
分
析
し
な
が
ら
論
が
進
め
ら
れ
、
独
特
な
視
点
か
ら
亡
霊
の
持
つ

特
性
を
考
察
し
て
い
る
。

『
京
都
の
能
楽
愛
好
家
』（
高
橋
葉
子
・
藤
田
隆
則
編
集
。
Ａ
５
判
72
頁
。

３
月
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
。
非
売

品
）

　

小
冊
子
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
研
究
報
告
書
。
京
都
に
お
い
て
、

家
族
や
親
戚
を
あ
げ
て
謡
や
舞
を
楽
し
ん
だ
時
代
の
記
憶
を
残
そ
う
と

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
。
能
楽
愛
好
家
の
林
家
・
関
家
・
高
橋
家
の
三
家

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ
の
口
調
を
残
す
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
編

集
さ
れ
て
い
る
。
兄
弟
姉
妹
と
そ
の
配
偶
者
10
人
で
家
族
囃
子
会
を
催

す
林
家
、
一
族
が
揃
っ
て
能
楽
を
趣
味
と
し
て
家
族
能
や
奉
納
謡
会
を

催
す
関
家
、
能
の
稽
古
に
真
摯
に
取
り
組
み
大
原
野
神
社
薪
能
開
催
に

も
尽
力
し
た
高
橋
家
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
楽
へ
の
関
わ
り
方
が
詳
し
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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『
能
・
狂
言
の
音
声
ガ
イ
ド
・
字
幕
に
関
す
る
研
究
序
説　

上
質
の
コ

ン
テ
ン
ツ
制
作
の
た
め
の
方
法
論
の
確
立
と
情
報
の
蓄
積
・
共
有
化
に

向
け
た
基
盤
整
備
へ
の
試
み
』（
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
編
。

Ａ
５
判
261
頁
。
３
月
。
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
。
非
売
品
）

　

稲
生
雅
治
・
惠
子
能
楽
振
興
基
金
の
助
成
を
受
け
た
鑑
賞
補
助
ツ
ー

ル
に
関
す
る
研
究
の
報
告
書
。
取
材
編
と
論
考
編
、
ア
ン
ケ
ー
ト
編
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
取
材
編（
音
声
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
、
字
幕
に
つ

い
て
、
音
声
ガ
イ
ド
・
字
幕
・
副
音
声
・
テ
ロ
ッ
プ
に
つ
い
て
）に
は

鑑
賞
補
助
ツ
ー
ル
を
導
入
し
て
い
る
催
し
に
関
わ
る
人
か
ら
具
体
的
に

話
を
聞
い
た
結
果
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
論
考
編
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
使
用
し
た
字
幕
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
檜
書
店
の
論
考
と
、

こ
の
研
究
の
中
心
と
な
っ
た
三
浦
裕
子
セ
ン
タ
ー
長
の
論
考
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
編
は
セ
ン
タ
ー
主
催
の
狂
言
鑑
賞
会
と
靖
国

神
社
の
夜
桜
能
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
集
計
で
あ
る
。
能
は
難

し
い
と
敬
遠
さ
れ
な
い
た
め
に
も
補
助
ツ
ー
ル
の
重
要
性
は
増
し
て
い

く
と
思
わ
れ
、
苦
労
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
一
方
で
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
観
客
の
補

助
ツ
ー
ル
に
対
す
る
要
望
の
多
様
さ
が
窺
え
、
対
応
の
難
し
さ
が
思
い

知
ら
さ
れ
る
。

『
能
楽
囃
子
太
鼓
方
観
世
流
に
見
る
伝
授
と
受
容
の
諸
相
─
『
入
門
者

摘
録
』（
全
二
冊
）研
究　

第
一
巻（
翻
刻
編
）』（
武
蔵
野
大
学
能
楽
資

料
セ
ン
タ
ー
編
。
Ａ
５
判
231
頁
。
３
月
。
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン

タ
ー
。
非
売
品
）

　

科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
研
究
成
果
報
告
書
。
太
鼓
方
観
世
家
所
蔵

の
『
入
門
者
摘
録
』
二
冊
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
。
同
書
は
文
化
六
年

（
一
八
〇
九
）か
ら
昭
和
二
十
一
年（
一
九
四
六
）ま
で
の
一
四
〇
年
間
に

太
鼓
観
世
家
に
入
門
し
た
の
べ
一
六
〇
〇
名
の
弟
子
に
関
す
る
情
報
を

記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
一
巻
は
翻
刻
の
み
だ
が
、
い
ず
れ

「
解
題
・
論
考
・
索
引
編
」
も
刊
行
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
の
資
料

か
ら
ど
の
よ
う
な
様
子
が
わ
か
る
の
か
期
待
さ
れ
る
。

『
続
・
能
の
う
た
─
能
楽
師
が
読
み
解
く
遊
楽
の
物
語
─
』（
鈴
木
啓
吾

著
。
Ｂ
６
判
336
頁
。
３
月
。
新
典
社
。
二
七
〇
〇
円
）

　

観
世
流
能
楽
師
で
あ
る
著
者
に
よ
る
能
の
作
品
に
つ
い
て
の
考
察
を

ま
と
め
た
も
の
。
二
〇
一
四
年
に
出
版
し
た
本
の
続
編
で
新
典
社
選
書

95
。
翁
と
初
番
目
物
か
ら
五
番
目
物
、
番
外
に
分
類
し
て
27
曲
を
取
り

上
げ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
利
用
さ
れ
て
い
る
和
歌
を
冒
頭
に

掲
げ
、
そ
こ
か
ら
作
品
を
取
り
巻
く
様
々
な
事
柄
に
話
が
及
ぶ
。
能
を

演
じ
る
に
あ
た
っ
て
作
品
の
背
景
に
し
っ
か
り
目
配
り
し
て
い
る
様
子

が
窺
え
る
。
番
外
で
取
り
上
げ
ら
れ
る〈
鈴
木
三
郎
重
家
〉は
著
者
が
復

曲
上
演
し
た
作
品
で
、
思
い
入
れ
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

『
教
養
と
し
て
学
ん
で
お
き
た
い
能
・
狂
言
』（
葛
西
聖
司
著
。
新
書
判

224
頁
。
４
月
。
マ
イ
ナ
ビ
出
版
。
八
七
〇
円
）

　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
古
典
芸
能
番
組
を
担
当
し
た
著
者
に
よ

る
能
・
狂
言
入
門
書
。
能
は
「
難
し
い
か
ら
面
白
い
」
と
し
て
、
平
易

な
文
章
で
能
・
狂
言
の
特
徴
を
解
説
し
て
い
く
。
全
体
が
八
章
に
分
け
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ら
れ
、
能
楽
堂
の
特
徴
や
、
能〈
国
栖
〉と〈
安
宅
〉を
通
し
て
見
た
能
の

特
徴
、
狂
言〈
痺
〉と〈
千
切
木
〉を
通
し
て
見
た
狂
言
の
特
徴
、
お
勧
め

の
能
の
作
品
や
能
楽
の
歴
史
な
ど
、
様
々
な
事
柄
を
紹
介
し
な
が
ら

能
・
狂
言
の
世
界
に
読
者
を
誘
っ
て
い
く
。
能
・
狂
言
に
造
詣
の
深
い

著
者
な
ら
で
は
の
入
門
書
と
な
っ
て
い
る
。

『
よ
う
こ
そ
伝
統
芸
能
の
世
界
─
伝
承
者
に
聞
く
技
と
心
─
』（
森
田
ゆ

い
著
。
Ａ
５
判
167
頁
。
４
月
。
薫
風
社
。
二
〇
〇
〇
円
）

　

能
楽
・
文
楽
・
日
本
舞
踊
な
ど
日
本
の
伝
統
芸
能
に
携
わ
る
人
々
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
た
も
の
。
能
楽
か
ら
は
、
シ
テ
方
関
根
祥

雪
・
狂
言
方
山
本
東
次
郎
・
小
鼓
方
大
倉
源
次
郎
が
登
場
す
る
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
は
さ
ほ
ど
長
い
も
の
で
は
な
い
が
、
稽
古
や
演
技
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
著
者
の
コ
メ
ン
ト
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
研
究
報
告
と

し
て
「
視
線
追
尾
実
験
」「
狂
言
研
究
資
料
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

役
者
の
視
線
や
ハ
コ
ビ
、
呼
吸
な
ど
を
検
証
し
た
結
果
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
が
わ
か
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
附
属
し
て
い
る
。

『
日
本
人
と
自
然　

能
楽
と
日
本
美
術
』（
国
立
能
楽
堂
事
業
推
進
課
調

査
資
料
係
編
。
Ｂ
５
判
72
頁
。
４
月
。
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
。

一
二
〇
〇
円
）

　

６
月
５
日
か
ら
28
日
ま
で
国
立
能
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
の
展

示
図
録
。
４
月
８
日
か
ら
開
催
予
定
だ
っ
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
期
間
を
短
縮
し
て
行
わ
れ
た
。
能
装
束
を
は

じ
め
様
々
な
器
物
97
点
が
展
示
さ
れ
、
春
夏
秋
冬
・
草
木
成
仏
・
花
鳥

風
月
の
三
つ
に
分
類
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
現
さ
れ
た
自
然
の
姿
を

能
・
狂
言
の
作
品
と
関
連
付
け
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

『
改
訂
新
版　

能
の
ふ
る
さ
と
散
歩　

京
都
・
奈
良
編
』（
岩
田
ア
キ
ラ

著
。
Ａ
５
判
216
頁
。
５
月
。
檜
書
店
。
二
六
〇
〇
円
）

　

能
の
典
拠
と
な
っ
た
物
語
の
舞
台
や
史
跡
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
す
る
。

京
都
に
関
わ
る
能
46
番
、
奈
良
に
関
わ
る
能
16
番
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
各
曲
の
あ
ら
す
じ
、
登
場
人
物
、
関
係
す
る
場
所
が
説
明
さ
れ

て
い
る
。「
猿
楽（
能
楽
）と
世
阿
弥
」「
能
の
基
礎
知
識
」
と
い
っ
た
解

説
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
刊
行
の
本
を
改
訂
し
た
も
の
で

あ
る
。

『
お
能
健
康
法　

す
り
足
と
呼
吸
で
身
体
が
よ
み
が
え
る
！
』（
井
上
和

幸
著
。
Ａ
５
判
168
頁
。
７
月
。
徳
間
書
店
。
一
七
〇
〇
円
）

　

シ
テ
方
観
世
流
能
楽
師
で
あ
る
著
者
が
、
自
身
の
体
験
に
基
づ
き
な

が
ら
能
の
謡
や
舞
が
健
康
維
持
・
増
進
に
役
立
つ
こ
と
を
説
く
。
第
１

章
「
健
康
能
楽
へ
の
道
」、
第
２
章
「
深
層
筋
を
目
覚
め
さ
せ
る
す
り

足
」、
第
３
章
「
松
果
体
を
活
性
化
さ
せ
る
謡
」、
第
４
章
「
医
学
か
ら

見
る
能
楽
」、
第
５
章
「
能
の
体
験
と
変
容
に
つ
い
て
語
る
」、
第
６
章

「
能
楽
師
と
舞
踏
家
の
対
話
」
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
医
師
の

寄
稿
や
体
験
者
の
コ
メ
ン
ト
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
伊
藤
正
義　

中
世
文
華
論
集　

第
五
巻　

中
世
文
華
と
そ
の
資
料

（
上
）』（
伊
藤
正
義
著
。
Ａ
５
判
544
頁
。
８
月
。
和
泉
書
院
。
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一
五
〇
〇
〇
円
）

　

平
成
21
年（
二
〇
〇
九
）に
逝
去
さ
れ
た
著
者
の
研
究
成
果
を
ま
と
め

た
論
集
。
第
五
巻
は
「
中
世
文
華
と
そ
の
資
料（
上
）」
と
し
て
、
能
楽

関
係
資
料
を
中
心
に
様
々
な
資
料
を
紹
介
す
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
諸
国
々
名
寄
』、
松
陰
女
子
学
院
大
学
図

書
館
蔵
『
お
か
べ
の
よ
一
物
語
』、
神
宮
文
庫
蔵
『
能
間
・
作
物
作
法
』、

「
丹
後
浦
嶋
社
神
事
能
史
料
」（
京
都
府
与
謝
郡
伊
根
町
に
あ
る
神
社
）、

熊
本
八
代
松
井
家
蔵
『
妙
庵
手
沢
謡
本
識
語
控
』、
ワ
キ
方
福
王
家
蔵

『
福
王
家
宝
物
目
録
記
』、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
『
月
次
狂
言
稽
古

会
番
組
』、
諸
資
料
を
も
と
に
著
者
が
ま
と
め
た
『
大
鼓
小
鼓
大
倉
家

系
譜
稿
』、
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
『
能
役
者
染

物
見
立
』、
大
槻
文
蔵
氏
蔵
『
永
正
本
元
広
伝
書
』、
大
倉
源
次
郎
氏
蔵

の
資
料
を
紹
介
し
て
考
察
を
加
え
た
「
宝
暦
記
の
四
座
御
役
者
」
で
あ

る
。『
お
か
べ
の
よ
一
物
語
』
は
物
語
絵
巻
だ
が
、
他
は
広
範
囲
に
わ

た
る
能
楽
資
料
で
、
能
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
役
立
つ
情
報
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。

『
鷺
流
狂
言
詞
章
保
教
本
を
起
点
と
し
た　

狂
言
詞
章
の
日
本
語
学
的

研
究
』（
米
田
達
郎
著
。
Ａ
５
判
308
頁
。
９
月
。
武
蔵
野
書
院
。

八
五
〇
〇
円
）

　

一
七
一
六
年
か
ら
一
七
二
四
年
に
か
け
て
筆
写
さ
れ
た
保
教
本
の
詳

細
な
検
討
を
通
し
て
、
待
遇
表
現
や
終
助
詞
な
ど
の
特
徴
を
考
察
し
て

い
く
。「
オ
マ
エ
・
コ
ナ
タ
」
と
い
っ
た
対
称
詞
、
接
続
詞
「
デ
モ
」、

一
人
称
詞
「
オ
レ
」、
丁
寧
表
現
「
マ
シ
テ
御
座
ル
」、
終
助
詞
「
ワ
イ

ノ
・
ト
モ
・
ナ
ア
」、
応
答
表
現
「
デ
御
座
ル
」
な
ど
考
察
は
多
岐
に

わ
た
る
。
大
蔵
流
・
和
泉
流
だ
け
で
な
く
鷺
流
の
狂
言
台
本
も
日
本
語

学
の
研
究
に
も
っ
と
活
用
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。

『
五
世
茂
山
千
作
記
念
誌
』（
五
世
茂
山
千
作
記
念
誌
刊
行
会
編
。
Ａ
５

判
256
頁
。
９
月
。
五
世
茂
山
千
作
記
念
誌
刊
行
会
。
非
売
品
）

　

二
〇
一
九
年
九
月
に
急
逝
し
た
五
世
茂
山
千
作
の
追
悼
本
。
多
く
の

舞
台
写
真
を
収
め
た
口
絵
に
続
き
、
千
作
自
身
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

語
っ
た
こ
と
や
新
聞
な
ど
に
寄
稿
し
た
文
章
を
収
め
た
「
語
録
」、
年

譜
、
茂
山
家
の
人
々
か
ら
の
「
偲
ぶ
言
葉
」、
玄
人
弟
子
か
ら
の
「
悼

む
言
葉
」、
社
中
の
人
々
か
ら
の
「
お
く
る
言
葉
」
な
ど
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
五
世
千
作
の
人
柄
が
し
み
じ
み
と
伝
わ
っ
て
く
る
内
容
で
あ

る
。

『
能
を
め
ぐ
る
美
の
世
界
─
静
嘉
堂
・
岩
﨑
家
蒐
集
の
能
面
と
古
面
』

（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
編
。
Ｂ
５
判
156
頁
。
10
月
。
静
嘉
堂
文
庫
美
術

館
。
二
五
〇
〇
円
）

　

10
月
13
日
か
ら
12
月
６
日
ま
で
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

展
覧
会
の
図
録
。
こ
の
展
覧
会
で
は
新
発
田
藩
主
溝
口
家
旧
蔵
の
能
面

67
面
の
ほ
か
、
面
袋
、
謡
本
、
小
鼓
胴
、
伎
楽
面
な
ど
の
古
面
が
展
示

さ
れ
た
。
展
示
品
の
写
真
や
目
録
の
ほ
か
、
田
邉
三
郎
助
「
新
発
田
藩

主
溝
口
家
の
能
面
」、
川
瀬
由
照
「
静
嘉
堂
所
蔵
加
納
鉄
哉
関
連
仮
面

群
に
つ
い
て
」、
成
澤
麻
子
「
岩
﨑
彌
之
助
と
能
」、
新
井
達
矢
「
静
嘉

堂
所
蔵
・
新
発
田
藩
主
溝
口
家
旧
蔵
能
面
の
修
復
」
と
い
っ
た
考
察
が
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収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
令
和
２
年
度
国
立
能
楽
堂
特
別
展　

勧
進
能
』（
国
立
能
楽
堂
事
業
推

進
課
調
査
資
料
係
編
。
Ａ
４
横
変
型
判
104
頁
。
11
月
。
日
本
芸
術
文
化

振
興
会
。
二
五
五
〇
円
）

　

11
月
14
日
か
ら
翌
年
１
月
17
日
ま
で
国
立
能
楽
堂
で
行
わ
れ
た
展
示

の
図
録
。
室
町
時
代
の
勧
進
能
、
京
都
の
勧
進
能
、
江
戸
の
勧
進
能
、

大
坂
の
勧
進
能
、
勧
進
能
の
文
化
史
、
近
代
の
勧
進
能
と
い
う
章
立
て

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
す
る
資
料
の
写
真
と
資
料
解
説
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
宮
本
圭
造
「
勧
進
能
の
歴
史
」
で
は
勧
進
能
の
変
遷
や
各
地
域

で
の
勧
進
能
の
特
色
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
お
り
、「
勧
進
能
年
表
」

に
は
文
保
元
年（
一
三
一
七
）か
ら
明
治
37
年（
一
九
〇
四
）ま
で
の
勧
進

能
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
の
で
、
勧
進
能
の
全
体
像
を
把
握
す
る
上
で
も

役
に
立
つ
。

『
伝
統
芸
能
の
革
命
児
た
ち
』（
九
龍
ジ
ョ
ー
著
。
四
六
判
240
頁
。
11
月
。

文
藝
春
秋
。
一
五
〇
〇
円
）

　

能
楽
・
歌
舞
伎
・
文
楽
・
演
芸
な
ど
様
々
な
伝
統
芸
能
で
活
躍
す
る

人
物
に
つ
い
て
、
著
者
の
独
特
な
視
点
か
ら
論
じ
た
書
。
能
楽
か
ら
は

シ
テ
方
の
谷
本
健
吾
・
川
口
晃
平
、
狂
言
方
の
茂
山
千
之
丞
、
大
鼓
方

の
亀
井
広
忠
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
と
そ
れ
ぞ
れ
の
役
者
と

の
出
会
い
や
、
著
者
が
そ
の
役
者
の
ど
こ
に
注
目
し
て
い
る
か
が
説
明

さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
伝
統
芸
能
に
対
す
る
幅
広
い
関
心
が
窺
え
る
。

『
謹
訳　

世
阿
弥
能
楽
集　

上
』（
林
望
著
。
四
六
判
256
頁
。
12
月
。
檜

書
店
。
一
八
〇
〇
円
）

　
『
源
氏
物
語
』
や
『
平
家
物
語
』
な
ど
古
典
文
学
の
現
代
語
訳
に
意

欲
的
に
取
り
組
む
著
者
が
雑
誌
『
観
世
』
に
連
載
し
て
い
る
能
の
詞
章

の
現
代
語
訳
の
中
か
ら
、
世
阿
弥
作
と
推
定
さ
れ
る
25
曲
を
選
ん
で
収

録
し
て
い
る
。
掛
詞
や
序
詞
と
い
っ
た
和
歌
の
修
辞
技
巧
が
用
い
ら
れ

る
な
ど
現
代
語
訳
を
す
る
の
が
困
難
な
能
の
詞
章
だ
が
、
こ
う
し
た
修

辞
技
巧
に
も
細
か
く
配
慮
し
な
が
ら
わ
か
り
や
す
い
現
代
語
に
変
換
さ

れ
て
い
る
。
能
の
内
容
を
し
っ
か
り
把
握
し
た
い
人
に
役
立
つ
書
と

な
っ
て
い
る
。

『
お
の
ず
か
ら
出
で
来
る
能　

世
阿
弥
の
能
楽
論
、
ま
た
は〈
成
就
〉の

詩
学
』（
玉
村
恭
著
。
四
六
判
336
頁
。
12
月
。
春
秋
社
。
三
六
〇
〇
円
）

　

美
学
研
究
の
立
場
か
ら
世
阿
弥
の
能
楽
論
を
追
究
し
た
書
。
世
阿
弥

に
「
強
い
芸
術
家
」
と
し
て
の
堅
い
矜
持
を
見
る
見
方
に
疑
問
を
呈
し
、

も
う
一
度
世
阿
弥
の
テ
ク
ス
ト
と
向
き
合
う
こ
と
で
世
阿
弥
を
捉
え
直

そ
う
と
す
る
。
演
劇
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
構
成
す
る
要
素
か
ら
、
よ

い
俳
優
・
役
者
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
者
か
と
い
う
俳
優

論
、
よ
い
演
技
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う

演
技
論
、
よ
い
作
品
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
作
品
論
を
重
点

的
に
取
り
上
げ
る
。
第
一
章
「
俳
優
の
魅
力
と
は
何
か
─〈
花
〉」
と
第

二
章
「
面
白
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
─〈
め
づ
ら
し
〉」
は
俳
優
論
、

第
三
章
「
声
は
ど
こ
か
ら
出
る
か
─〈
一
調
・
二
機
・
三
声
〉」
と
第
四

章
「
ど
う
す
れ
ば
よ
く
似
せ
ら
れ
る
か
─〈
物
ま
ね
〉」
は
演
技
論
、
第
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五
章
「
作
品
を
ど
う
構
成
す
る
か
─〈
序
破
急
〉」
と
第
六
章
「
詞
章
を

ど
の
よ
う
に
綴
る
か
─〈
歌
道
〉」
は
作
品
論
で
あ
り
、
第
七
章
「
観
客

に
何
を
見
せ
る
か
─〈
秘
す
れ
ば
花
〉」
は
観
客
論
、
第
八
章
「
可
能
性

を
ど
う
育
む
か
─〈
初
心
〉」
は
教
育
論
と
な
っ
て
い
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド

を
生
か
し
な
が
ら
世
阿
弥
の
論
を
分
析
し
、「
花
」
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
な
の
は
「
和
合
」
を
実
現
さ
せ
る
力
、
す
な
わ
ち
、
敵
対
・
拮

抗
で
は
な
く
参
与
を
促
す
繊
細
か
つ
緻
密
な
知
性
と
し
た
た
か
さ
、
そ

し
て
何
よ
り
、
可
能
性
に
開
か
れ
た
柔
ら
か
さ
、
し
な
や
か
さ
だ
と
主

張
し
て
い
る
。

【
資
料
研
究
】

　

謡
本
の
資
料
研
究
か
ら
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
方
法
的
な
問
題
に
つ
い

て
は
、『
日
本
文
学
』
の
「
文
献
学
を
と
ら
え
直
す
」
と
い
う
特
集
に

掲
載
さ
れ
た
落
合
博
志
「
能
楽
研
究
に
お
け
る
文
献
学
の
問
題
」（『
日

本
文
学
』
69-

７
、
７
月
）が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
論
文
で
は
、
謡
曲
の
主

要
な
活
字
本
を
概
観
し
た
上
で
、
現
存
の
謡
本
は
作
者
の
原
本
か
ら
転

写
を
繰
り
返
し
た
結
果
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
部
の
例

外
を
除
け
ば
、
原
本
か
ら
発
生
し
た
諸
本
を
比
較
校
合
し
て
原
文
や
原

型
を
復
元
す
る
と
い
う
文
献
学
の
方
法
が
適
用
で
き
な
い
と
す
る
。
そ

し
て
世
阿
弥
自
身
も
時
代
時
代
に
合
わ
せ
て
能
の
本
文
を
改
変
す
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
室
町
時
代
に
お
け
る
能
の
本
文

改
訂
に
つ
い
て
複
数
の
例
を
挙
げ
る
。
そ
の
上
で
、
古
い
時
代
の
本
文

だ
け
で
な
く
変
化
す
る
本
文
に
意
味
を
見
出
す
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、

そ
う
し
た
動
態
を
全
体
的
に
捉
え
、
多
様
な
本
文
発
生
の
あ
り
方
を
考

え
る
「
文
献
学
」
が
構
想
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
提
言
す
る
。
特
に

室
町
時
代
に
お
け
る
本
文
改
訂
の
例
が
興
味
深
く
、
謡
本
の
本
文
を
考

え
る
際
に
重
要
な
視
点
を
示
し
た
論
文
と
い
え
る
。

　

伊
海
孝
充
「
車
屋
謡
本
刊
本
考
─
鳥
養
道
晣
が
作
っ
た
謡
本
」（『
能

楽
研
究
』
44
、
3
月
）は
、
車
屋
謡
本
の
整
版
本
・
古
活
字
本
に
関
す

る
総
合
的
な
研
究
。
ま
ず
古
活
字
本
よ
り
先
に
整
版
本
が
作
ら
れ
た
と

し
、『
言
経
卿
記
』
の
検
討
な
ど
か
ら
、
慶
長
二
年
頃
か
ら
準
備
に
入

り
、
同
四
年
頃
か
ら
刊
行
作
業
が
本
格
化
、
同
五
年
一
月
に
最
初
の
曲

が
完
成
、
同
六
年
三
月
に
後
陽
成
天
皇
に
三
十
番
が
献
上
さ
れ
、
鳥
養

道
晣
が
亡
く
な
る
慶
長
七
年
ま
で
に
七
十
番
程
度
が
完
成
し
た
と
位
置

づ
け
る
。
ま
た
、
整
版
本
と
古
活
字
本
の
諸
本
を
整
理
し
、
整
版
本
は

本
願
寺
旧
蔵
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
、
吉
川
家
旧
蔵
鴻
山
文
庫
包
背
本

な
ど
が
初
版
で
あ
る
と
し
、
古
活
字
本
に
つ
い
て
は
、
道
晣
の
子
息
・

新
蔵
な
ど
に
よ
っ
て
整
版
本
刊
行
後
に
整
版
本
を
補
完
す
る
よ
う
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
古
活
字
本
の
版
組
に
つ
い
て
、
節
の
行

だ
け
が
細
長
い
一
つ
の
活
字
の
よ
う
に
文
字
行
の
間
に
嵌
め
込
ま
れ
て

い
る
と
推
測
す
る
。
最
後
に
、
車
屋
本
は
謡
の
音
を
伝
え
る
よ
り
も
、

本
文
理
解
を
追
求
し
た
書
籍
と
し
て
の
特
徴
が
際
立
つ
こ
と
を
漢
字
の

宛
て
方
な
ど
か
ら
指
摘
し
て
い
る
。

　

高
橋
悠
介
「
享
保
期
の
江
戸
城
西
丸
へ
の
謡
本
献
上
と
謡
曲
改
訂

（
一
）」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
54
、
2
月
）は
、
観
世
文
庫
に
あ
る
観
世

大
夫
家
伝
来
資
料
の
う
ち
、
将
軍
嗣
子
の
徳
川
家
重
が
い
た
江
戸
城
西

丸
に
観
世
清
親
が
献
上
し
た
謡
本
の
扣
え
の
可
能
性
が
あ
る
謡
本
を
紹

介
し
、
末
尾
に
「
家
重
公
御
本
」
と
記
さ
れ
た
室
町
期
写
の
謡
本
と
西
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丸
献
上
本
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
。
ま
た
、「
東
方

朔
」
を
例
に
、
西
丸
献
上
の
外
組
曲
の
本
文
を
さ
ら
に
改
訂
す
る
形
で

明
和
改
正
謡
本
の
本
文
が
形
成
さ
れ
た
可
能
性
を
検
討
す
る
。

　

原
八
千
代
「
江
戸
の
小
謡
本
と
地
本
問
屋
─
能
面
図
入
小
謡
本
の
流

行
を
中
心
に
」（『
能
と
狂
言
』
17
、
12
月
）は
、
江
戸
出
来
の
草
紙
類

や
浄
瑠
璃
本
を
扱
う
地
本
問
屋
が
中
心
と
な
っ
て
刊
行
し
た
小
謡
本
に

つ
い
て
、
覆
刻
・
模
倣
が
殆
ど
で
あ
り
、
頭
書
能
面
図
入
本
が
流
行
す

る
こ
と
、
大
型
題
簽
、
肴
謡
の
存
在
、
番
外
曲
が
多
い
こ
と
な
ど
の
特

色
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
江
戸
の
頭
書
能
面
図
入
小
謡
本
四
十
四
種

を
系
統
分
類
し
、
覆
刻
関
係
な
ど
を
ふ
ま
え
、
藤
屋
本
系
統
の
後
に
、

山
本
九
左
衛
門
本
系
統
と
鱗
形
屋
孫
兵
衛
本
系
統
が
展
開
し
た
様
相
を

示
す
。

　

続
い
て
、
記
録
類
を
紹
介
し
た
も
の
に
移
る
。
入
口
敦
志
・
江
口
文

恵
・
田
草
川
み
ず
き
・
深
澤
希
望
・
柳
瀬
千
穂
・
山
吉
頌
平
・
竹
本
幹

夫
「『
葛
巻
昌
興
日
記
能
楽
関
係
記
事
稿（
貞
享
四
年
正
月
～
六
月
分
）」

（『
演
劇
研
究（
演
劇
博
物
館
紀
要
）』
43
、
３
月
）は
、
前
田
綱
紀
に
近

侍
し
た
葛
巻
昌
興
の
日
記（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
資
料
館
加
越

能
文
庫
蔵
）に
み
え
る
芸
能
関
係
記
事
紹
介
の
連
載
で
、
貞
享
四
年

（
一
六
八
七
）の
前
半
期
、
六
月
ま
で
の
能
楽
関
係
記
事
に
解
説
が
付
さ

れ
て
い
る
。

　

大
谷
節
子
「
浅
野
太
左
衛
門
家
旧
蔵
『
他
郷
詛
盟
順
簿
』
解
題
と
翻

刻
並
び
に
影
印
」（『
成
城
國
文
學
論
集
』
42
、
３
月
）は
、
京
都
観
世

会
が
所
蔵
す
る
浅
野
太
左
衛
門
家
旧
蔵
資
料（
浅
野
文
庫
）の
う
ち
、
浅

野
家
八
代
栄
足
が
同
家
の
四
代
栄
貞
以
来
の
京
以
外
の
門
弟
を
国
別
に

ま
と
め
た
仮
綴
の
門
人
録
『
他
郷
詛
盟
順
簿
』
を
翻
刻
と
影
印
で
紹
介

す
る
。
記
載
年
月
日
の
最
も
古
い
も
の
は
宝
暦
二
年（
一
七
五
二
）で
、

最
後
は
文
政
十
三
年（
一
八
三
〇
）と
い
い
、
江
戸
中
期
の
浅
野
太
左
衛

門
家
の
活
動
範
囲
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
能
楽
学
会
の
二
〇
一
八
年
大
会
企
画
「
美
術
工
芸
と
能
楽
」

を
も
と
に
し
た
論
文
が
、
こ
の
年
刊
行
の
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
た
う
ち
、

長
崎
巌
「
描
か
れ
た
能
狂
言
装
束
─
『
獻
英
樓
畫
叢
』
に
描
か
れ
た
能

装
束
」（『
能
と
狂
言
』
17
、
12
月
）は
、
文
政
七
～
十
三
年
、
天
保
三

年
に
わ
た
っ
て
様
々
な
器
物
・
装
束
・
絵
画
な
ど
を
模
写
し
た
紙
を
貼

り
込
ん
だ
田
安
家
旧
蔵
『
獻
英
樓
畫
叢
』
の
資
料
的
意
義
を
説
く
。
東

京
国
立
博
物
館
他
に
所
蔵
さ
れ
る
同
書
の
能
装
束
関
係
記
事
を
集
め
る

と
、
唐
織
25
点
、
縫
箔
14
点
、
摺
箔
９
点
、
厚
板
６
点
、
厚
板
唐
織
３

点
、
狩
衣
４
点
、
長
絹
12
点
、
舞
衣
１
点
、
水
衣
１
点
な
ど
が
収
録
さ

れ
て
お
り
、
現
在
は
失
わ
れ
た
作
品
を
含
め
、
彩
色
の
模
写
図
と
注
記

に
よ
っ
て
詳
細
な
情
報
が
わ
か
る
と
い
い
、
こ
う
し
た
模
写
は
装
束
の

模
造
と
関
わ
り
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
『
観
世
』
の
見
返
し
で
連
載
し
て
い
た
「
観
世
文
庫
の
文
書
」
は
、

こ
の
年
の
３
月
ま
で
で
132
回
に
わ
た
る
連
載
を
終
え
た
。
１
月
か
ら
３

月
ま
で
の
３
回
分（『
観
世
』
八
七
─
一
～
三
）で
は
、
観
世
文
庫
に
あ

る
「
福
王
雪
岑
画 

元
章
賛 

弓
矢
之
立
合
図
」「
卒
都
婆
小
町
図
」「
伊

賀
国
服
部
氏
参
考
」
を
紹
介
し
て
い
る（
執
筆
者
は
順
に
小
林
健
二
・

長
田
あ
か
ね
・
中
尾
薫
）。
４
月
か
ら
は
、
そ
の
同
じ
見
返
し
で
檜
書

店
所
蔵
の
「
観
世
元
章
相
伝
作
物
図
」
の
連
載
が
始
ま
っ
た
。
４
月
号

に
は
天
野
文
雄
に
よ
る
資
料
概
要
が
載
り
、
５
月
か
ら
８
月
ま
で
順
に



221　研究展望　2020年（令和２年）
〈
舎
利
〉の
舎
利
塔
、〈
蟻
通
〉の
傘
と
灯
籠
、〈
融
〉の
田
子
、〈
呉
服
〉の

機
台
の
図
が
、
写
真
と
解
説
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る（
執
筆
者
は
順

に
中
司
由
起
子
、
中
尾
薫
、
柳
瀬
千
穂
、
鵜
澤
瑞
希
。『
観
世
』
八
七

─
四
～
八
）。（
高
橋
）

【
能
楽
論
研
究
】

　

能
楽
論
研
究
は
こ
の
年
も
少
な
か
っ
た
。
宮
本
圭
造
「『
風
姿
花
伝
』

第
四
神
儀
篇
の
申
楽
起
源
説
の
背
景
─
根
本
枝
葉
花
実
説
と
の
関
係
を

め
ぐ
っ
て
─
」（『
銕
仙
』
701
、
３
月
）は
、
神
儀
篇
の
各
条
に
つ
い
て
、

猿
楽
の
様
々
な
起
源
説
を
羅
列
し
た
も
の
で
は
な
く
、
神
代
→
仏
在
所

→
日
本
国
と
い
う
単
一
の
ベ
ク
ト
ル
の
も
と
に
配
置
さ
れ
た
起
源
伝
承

と
捉
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
「
根
本
枝
葉
花
実
説
」、
す
な
わ

ち
神
道
を
神
儒
仏
の
根
本
に
位
置
付
け
、
そ
の
種
か
ら
生
じ
た
枝
葉
が

震
旦
の
儒
教
、
そ
の
枝
葉
か
ら
生
じ
た
花
実
が
天
竺
の
仏
教
で
、
そ
れ

が
花
落
ち
て
根
に
帰
る
ご
と
く
日
本
に
再
び
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
神

道
説
の
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。
ま
た
同
説
が
特
に
吉

田
神
道
に
み
え
る
こ
と
か
ら
、
神
儀
篇
に
吉
田
家
が
関
与
し
た
可
能
性

を
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
吉
田
兼
熈
が
世
阿
弥
に
相
伝
し

た
書
と
し
て
『
兼
右
卿
記
』
に
『
申
楽
翁
大
事
日
本
紀
』
と
い
う
本
が

み
え
る
問
題
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

　

ま
た
、
岩
﨑
義
則
「
平
戸
藩
楽
歳
堂
文
庫
本
『
花
伝
書
』
の
伝
来
に

つ
い
て
─
松
浦
静
山
『
甲
子
夜
話
』
の
記
述
と
関
連
史
料
の
分
析
か

ら
」（『
史
淵
』〔
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
歴
史
学
部
門
〕

157
、
３
月
）は
、
平
戸
松
浦
家
の
楽
歳
堂
文
庫
蔵
の
八
帖
本
花
伝
書
に

つ
い
て
、
松
浦
静
山
が
『
甲
子
夜
話
』
で
観
世
黒
雪
撰
と
し
、
黒
雪
が

江
月
宗
玩（
博
多
崇
福
寺
住
持
、
一
五
七
四
～
一
六
四
三
）に
随
行
し
て

平
戸
に
来
訪
し
た
際
に
も
た
ら
し
た
と
記
し
て
い
る
記
事
に
は
根
拠
が

な
い
こ
と
を
論
証
す
る
。
楽
歳
堂
の
蔵
書
目
録
『
新
増
書
目
』
内
篇
巻

四
下
の
記
事
か
ら
、
松
浦
静
山
の
情
報
源
が
小
鼓
方
の
服
部
総
三
郎
で

あ
っ
て
直
接
確
認
し
た
訳
で
は
な
く
論
拠
が
薄
い
こ
と
、
江
月
の
平
戸

投
宿
は
黒
雪
没
後
の
寛
永
十
四
年（
一
六
三
七
）し
か
史
料
的
に
確
認
で

き
な
い
こ
と
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
竹
本
幹
夫
「
世
阿
弥
と
仏
教
」（『
駒
澤
大
學
佛
教
文
學
研

究
』
23
、
２
月
）は
、
主
に
作
品
を
対
象
と
し
た
研
究
だ
が
、
仏
教
思

想
に
関
わ
る
点
で
便
宜
上
、
本
項
で
紹
介
す
る
。
同
論
文
で
は
、
能
の

詞
章
に
お
け
る
仏
典
引
用
に
つ
い
て
、
観
阿
弥
や
そ
の
同
時
代
役
者
の

作
品
で
は
単
一
の
素
材
か
ら
ま
る
ご
と
の
引
用
を
行
う
場
合
が
し
ば
し

ば
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
世
阿
弥
の
場
合
は
多
岐
に
わ
た
る
素
材
か
ら

仏
語
を
引
用
し
、
相
互
が
関
連
し
合
っ
て
作
品
の
主
題
を
構
成
し
て
い

る
と
分
析
す
る
。
ま
た
、
世
阿
弥
が
犬
王
の
影
響
の
も
と
、
特
に
仏
典

の
持
つ
音
律
的
な
魅
力
を
作
品
に
活
か
し
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。

（
高
橋
）

【
能
楽
史
研
究
】

　

能
楽
史
に
関
す
る
論
考
を
年
代
順
に
取
り
上
げ
る
。
本
年
は
近
現
代

を
対
象
と
す
る
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。

　

観
阿
弥
・
世
阿
弥
以
前
の
猿
楽
を
扱
う
論
考
に
は
、
竹
本
幹
夫
「
芸

能
市
場
と
し
て
の
寺
院
」（『
中
世
文
学
』
65
）が
あ
る
。
猿
楽
が
演
じ
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ら
れ
る
寺
院
の
場
と
は
何
で
あ
っ
た
か
を
問
う
論
考
。
諸
資
料
を
再
考

し
つ
つ
、『
法
隆
寺
嘉
元
記
』
正
和
六
年
四
月
十
二
日
条
の
「
修
羅
ト

帝
尺
ト
ノ
事
」
の
風
流
が
、
劇
形
態
で
あ
っ
た
な
ら
ば
猿
楽
能
の
模
倣

の
は
ず
で
独
創
と
は
考
え
に
く
い
と
指
摘
。
延
年
大
風
流
か
ら
能
が
発

生
し
た
と
い
う
古
典
的
な
説
を
否
定
し
て
「
寺
院
は
芸
能
を
創
造
す
る

場
で
は
な
く
、
消
費
す
る
場
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。

　

戦
国
期
に
関
し
て
は
、
樋
口
英
江
「
豊
後
大
友
氏
の
能
楽
関
係
史
料

年
表
稿
」（『
藝
能
史
研
究
』
229
）が
あ
り
、「
編
年
史
料
篇
」（
同
時
代

史
料
）と
「
編
纂
史
料
篇
」（
後
代
編
纂
史
料
）に
分
け
て
全
十
五
点
の

資
料
に
考
察
を
加
え
る
。
大
友
義
鑑（
一
五
〇
二
～
五
〇
）・
宗
麟

（
一
五
三
〇
～
八
七
）父
子
の
時
代
に
豊
後
を
訪
れ
、
交
流
の
あ
っ
た
能

役
者
の
動
向
を
通
観
で
き
有
益
。

　

江
戸
期
は
以
下
の
五
本
の
論
考
が
あ
っ
た
。
佐
藤
和
道
「
田
原
藩
の

能
楽
」（『
能
と
狂
言
』
17
）は
、
二
代
藩
主
康
雄
の
治
世
に
あ
た
る
元

禄
・
享
保
期
の
催
能
を
「
謡
初
」「
首
途
祝
・
社
参
の
能
・
囃
子
」「
慰

能
・
町
入
能
」
の
三
つ
に
分
類
し
論
考
。
田
原
藩
の
能
の
担
い
手
は
藩

主
及
び
藩
士
で
、
お
抱
え
の
能
役
者
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
、
康
雄

の
死
後
急
激
に
衰
退
し
た
こ
と
等
を
指
摘
す
る
。

　

宮
本
圭
造
「
勧
進
能
と
落
首
」（『
国
立
能
楽
堂
』
445
）は
、
貞
和
五

年（
一
三
四
九
）四
条
河
原
勧
進
田
楽
の
落
首
か
ら
、
弘
化
五
年

（
一
八
四
六
）の
宝
生
大
夫
勧
進
能
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
落
首
を
点
綴
す

る
論
考
。
役
者
の
称
賛
・
批
判
、
入
場
料
の
値
上
げ
を
嘆
く
声
、
弁
当

の
売
れ
行
き
等
、
勧
進
能
を
め
ぐ
る
交
々
が
読
み
解
か
れ
る
。

　

澤
木
政
輝
「
謡
講
～
京
に
息
づ
く
謡
曲
文
化
」（『
国
立
能
楽
堂
』

443
）は
、
服
部
宗
巴（
一
六
〇
九
～
七
三
）に
は
じ
ま
る
京
観
世
の
歴
史

を
手
際
よ
く
概
観
し
た
上
で
、
平
成
十
三
年
に
井
上
裕
久
師
主
導
で
復

活
さ
れ
た
謡
講
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　

大
谷
優
紀
「
近
世
の
大
名
家
に
お
け
る
能
楽
と
能
道
具
の
受
容
に
関

す
る
研
究
」（『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
38
）は
、
早
稲
田
大
学
會
津

八
一
記
念
博
物
館
蔵
・
富
岡
重
憲
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
付
属
文
書

か
ら
臼
杵
藩
主
稲
葉
家
伝
来
で
そ
の
後
昭
和
三
十
二
年
ま
で
東
京
帝
室

博
物
館
蔵
と
知
ら
れ
る
「
べ
し
み
」「
平
太
」「
曲
女
」
の
三
面
を
紹
介
。

な
か
で
も
面
裏
の
刻
銘
に
「
酒
井
惣
左
衛
門
作
／
為
盛（
花
押
）／
天
文

九
庚子
五
月
三
日
／
奉
納
／
白
山
妙
理
権
現
／
願
主
戊
辰
歳
」
と
あ
る

「
べ
し
み
」
に
焦
点
を
当
て
論
じ
る
。
面
裏
の
貼
紙
に
「
長
㚑
べ
し
ミ
」

と
さ
れ
る
が
、
目
頭
・
目
尻
の
表
現
に
「
目
頭
が
尖
り
目
尻
は
丸
く
つ

く
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
定
型
が
確
立
さ
れ
る
以
前
の

造
形
を
留
め
る
作
と
指
摘
。
能
面
の
発
展
と
派
生
の
過
程
を
伝
え
る
上

で
重
要
と
す
る
。

　

池
田
晶
「
近
世
日
吉
神
事
能
の
復
元
的
研
究
─
翁
詞
章
を
中
心
と
し

て
─
」（『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
27
）は
、
直
面
の
一
人
翁
で

演
じ
ら
れ
る
「
日
吉
の
翁
」
の
起
源
を
考
察
す
る
。
元
禄
期
か
ら
幕
末

ま
で
は
通
常
の
翁
だ
っ
た
が
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
を
契
機
に
明

治
五
年
以
降
、
一
人
翁
に
変
更
さ
れ
た
と
、
延
暦
寺
務
方
史
料
『
日
並

記
』
に
よ
っ
て
指
摘
。
併
せ
て
、
近
世
の
「
日
吉
の
翁
」
を
代
表
す
る

詞
章
と
し
て
、
影
山
常
陸
宛
河
村
由
右
衛
門
友
信
奥
書
『
観
世
改
正
神

哥　

仝
』（
大
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）を
分
析
す
る
。
影
山
は
安
永
・
寛

政
頃
の
比
叡
山
東
塔
北
谷
惣
持
房
の
山
門
公
人
。
詞
章
末
尾
に
見
え
る
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「
引
合
片
山
九
郎
右
衛
門
」
は
二
代
豊
慶
で
、「
ど
う
〴
〵
だ
ら
り
」
と

詞
章
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
元
章
の
改
正
以
前
の
形
を
留
め
る
と
論
じ

る
。

　

つ
づ
い
て
幕
末
・
明
治
期
は
、
以
下
の
三
本
が
あ
っ
た
。
鎌
田
紗
弓

「
初
世
藤
舎
芦
船
・
初
世
中
村
寿
鶴
を
め
ぐ
る
一
考
察
─
歌
舞
伎
お
よ

び
吾
妻
能
狂
言
出
勤
以
前
の
足
跡
─
」（『
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
紀

要
』
46
）は
、
歌
舞
伎
の
鳴
物
方
に
転
じ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
初
世
藤

舎
芦
船
と
初
世
中
村
寿
鶴
の
、
能
の
囃
子
方
時
代
の
事
績
を
追
う
論
考
。

芦
船（
加
藤
宗
三
郎
）自
身
が
静
岡
県
士
族
と
名
乗
っ
て
い
る
点
を
『
藤

岡
屋
日
記
』
等
か
ら
裏
付
け
し
、
寿
鶴（
藤
井
金
之
助
）に
つ
い
て
は

『
梅
若
実
日
記
』
や
観
世
新
九
郎
文
庫
『
色
々
お
ぼ
え
書
』
等
か
ら
小

鼓
方
観
世
流
藤
井
家
の
出
自
と
明
ら
か
に
す
る
。

　

杉
本
亘
「
明
治
初
期
の
梅
若
実
の
活
動
と
そ
の
影
響
─
能
楽
興
行
に

お
け
る
料
金
体
系
の
観
点
か
ら
─
」（『
演
劇
学
論
叢
』
19
）は
、
席
料

シ
ス
テ
ム
の
端
緒
を
、
梅
若
実
が
明
治
三
年
一
月
二
十
九
日
に
自
宅
で

開
催
し
た
稽
古
能
だ
と
指
摘
す
る
。
座
席
の
等
級
に
よ
っ
て
値
段
を
設

定
す
る
方
法
は
、
勧
進
能
や
歌
舞
伎
を
参
考
に
し
た
も
の
と
推
定
し
、

そ
の
後
、
金
剛
唯
一
の
飯
倉
町
舞
台
や
芝
能
楽
堂
へ
も
影
響
し
た
可
能

性
を
示
唆
す
る
。

　

細
谷
由
希
「
能
楽
の
帝
劇
出
演
問
題
の
議
論
か
ら
み
え
る
近
代
に
お

け
る
「
能
楽
観
」
に
つ
い
て
」（『
昭
和
音
楽
大
学
研
究
紀
要
』
39
）は
、

一
九
一
二
年
開
場
一
周
年
で
企
画
さ
れ
て
か
ら
、
四
二
年
の
実
現
ま
で
、

実
に
三
十
年
の
時
を
要
し
た
と
い
う
能
楽
の
帝
国
劇
場
出
演
を
め
ぐ
っ

て
、
そ
の
間
の
諸
氏
の
議
論
を
整
理
・
検
討
す
る
論
考
。
能
楽
保
護

（
保
存
）を
め
ぐ
る
発
言
の
背
景
に
は
「
享
受
層
の
拡
大
に
伴
う
新
し
い

試
み
に
対
す
る
危
機
感
」
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　

外
地
の
能
楽
に
つ
い
て
は
次
の
二
本
が
あ
っ
た
。
王
冬
蘭
「
桂
六
平

と
能
楽
雑
誌
『
能
海
』
─
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
能
楽
の
一
考
察
─
」

（『
演
劇
学
論
叢
』
19
）は
、
一
九
〇
二
年
頃
か
ら
一
九
一
六
年
ま
で
喜

多
流
謡
曲
指
導
者
と
し
て
台
湾
で
活
躍
し
た
桂
六
平
に
関
す
る
論
考
。

喜
多
六
平
太
の
招
聘（
一
九
〇
五
年
台
湾
神
社
大
祭
）や
一
音
会
・
喜
謡

倶
楽
部
の
組
織
、
能
楽
雑
誌
『
能
海
』
の
刊
行
等
の
事
蹟
を
辿
る
。

　

佐
藤
和
道
「
一
九
三
〇
年
代
大
連
・
満
洲
に
お
け
る
能
楽
─
満
州

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展
と
演
能
旅
行
」（『
演
劇
研
究
』
43
）は
、
日
露
戦

争
の
勝
利
に
よ
っ
て
租
借
権
を
獲
得
し
た
大
連
、
満
洲
事
変
に
よ
っ
て

成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
満
洲
国
が
、
当
時
の
能
楽
師
た
ち
に
と
っ
て

遠
い
異
国
の
「
辺
境
」
か
ら
訪
れ
や
す
い
「
海
外
」
へ
と
変
化
し
た
こ

と
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
興
隆
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
た
論
考
。

一
九
二
九
年
刊
行
『
満
洲
芸
術
壇
の
人
々
』
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
地

域
別
能
楽
愛
好
者
数
、
一
九
三
〇
年
代
に
満
洲
・
中
国
を
訪
問
し
た
内

地
の
能
楽
師
一
覧
な
ど
の
付
表
も
充
実
。
当
時
の
状
況
が
具
に
分
か
っ

て
有
難
い
。

　

最
後
に
昭
和
期
。
飯
塚
恵
理
人
「
能
楽
藤
田
流
笛
方
小
島
鉄
次
郎
の

周
辺
─
故
松
田
直
子
氏
旧
蔵
資
料
と
御
遺
族
の
聞
き
書
き
か
ら
─
」

（『
名
古
屋
郷
土
文
化
会
郷
土
文
化
』
74-

2
）は
、
昭
和
八
年
前
後
か
ら

四
十
年
代
前
半
ま
で
名
古
屋
能
楽
界
で
活
躍
し
た
藤
田
流
笛
方
小
島
鉄

次
郎（
一
八
九
二
～
一
九
六
七
）の
事
蹟
を
明
か
に
す
る
論
考
。
副
題
に

あ
る
「
故
松
田
直
子
氏
」
は
鉄
次
郎
の
娘
。
鉄
次
郎
は
、
長
唄
の
家
元
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初
代
杵
屋
三
太
郎
を
父
に
持
つ
と
い
う
異
色
の
出
自
で
、
太
平
洋
戦
争

後
の
厳
し
い
時
代
、
藤
田
流
家
元
の
藤
田
豊
二
郎
を
芸
事
上
で
も
経
済

的
に
も
支
え
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。

　
「
メ
デ
ィ
ア
と
上
方
の
芸
能
」
の
特
集
が
組
ま
れ
た
『
大
阪
春
秋
』

（
48-

3
）に
は
、
能
楽
に
関
係
す
る
稿
と
し
て
、
①
関
屋
俊
彦
「
元
朝

日
記
者 

北
岸
佑
吉
所
蔵
能
楽
写
真
」、
②
辻
山
幸
一
・
大
山
範
子
・
飯

塚
恵
理
人
「
辻
山
幸
一
氏
所
蔵
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
聴
く

上
方
芸
の
魅
力
」、
③
飯
塚
恵
理
人
「
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
が
芸
能
に
与
え

た
影
響
」
を
所
収
す
る
。
①
は
関
屋
氏
が
古
書
店
で
購
入
し
た
写
真
資

料
の
一
部
解
題
で
、「
春
日
大
社
鎮
座
能　

昭
和
四
三
年
一
一
月
一
〇

日
」、「
春
日
御
能
復
興
会　

昭
和
二
二
年
一
〇
月
一
日
」、「
大
西
信
久

〈
養
老
〉水
波
之
伝
・
昭
和
四
〇
年
七
月
一
〇
日
」
等
十
点
に
つ
い
て
写

真
と
そ
の
解
説
を
ま
と
め
る
。
②
は
辻
山
氏
所
蔵
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、
九
つ
の
ジ
ャ
ン
ル（
落
語
・
落
語
Ⅱ
・
新
派
劇
・
喜

劇
・
新
内
・
歌
舞
伎
・
謡
曲
・
義
太
夫
・
清
元
）に
分
類
し
て
配
信
す

る
「
メ
デ
ィ
ア
と
古
典
芸
能
研
究
会
」（http://zeam

i.ci.
sugiyam

a-u.ac.jp/~izuka/erito1/

）の
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
今
後
の

展
望
を
紹
介
す
る
。
③
は
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
普
及
が
も
た
ら
し
た
変

化
を
論
じ
、
芸
能
と
身
分
階
級
と
の
結
び
つ
き
が
解
消
さ
れ
新
し
い
愛

好
者
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
昭
和
初
期
の
観
世
流
・
喜
多
流
に
お
い
て
は

謡
本
付
き
独
吟
レ
コ
ー
ド
の
発
売
に
よ
っ
て
急
速
に
東
京
の
家
元
の
謡

い
方
に
統
一
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
等
を
指
摘
す
る
。（
深
澤
）

【
作
品
研
究
】

　

最
初
に
紹
介
す
る
『
観
世
』
は
二
〇
二
〇
年
五
月
か
ら
隔
月
刊
と

な
っ
た
が
、
本
年
も
充
実
し
た
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
小
林
健
二

「《
阿
古
屋
松
》の
塩
竃
明
神
」（
3
月
）は
、〈
阿
古
屋
松
〉の
シ
テ
が
実

方
を
阿
古
屋
の
松
へ
と
「
し
る
べ
」
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
、『
塩
釜

社
縁
起
』
で
後
に
塩
竃
明
神
と
称
え
ら
れ
た
岐
神
が
老
翁
の
姿
で
天
孫

降
臨
に
て
神
々
の
案
内
を
す
る
点
や
、『
神
代
物
語
』
で
塩
つ
つ
の
翁

が
彦
火
々
出
見
尊
を
龍
宮
に
導
い
た
点
と
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
と
指
摘

す
る
。
後
場
の
移
り
舞
で
は
塩
竃
明
神
と
阿
古
屋
の
松
の
精
が
混
然
一

体
と
な
る
と
い
う
説
に
対
し
、
シ
テ
は
前
場
と
後
場
で
塩
竃
明
神
と
し

て
一
貫
し
て
い
る
と
の
説
を
あ
げ
る
。
ま
た
一
月
号
と
二
月
号
の
松
岡

心
平
「
実
方
に
舞
を
捧
げ
る
塩
竃
明
神
─
能
「
阿
古
屋
松
」
の
一
断
面

─（
一
）（
二
）」
は
、『
観
世
』
二
〇
一
二
年
三
月
号
・
四
月
号
に
発
表

さ
れ
た
も
の
で
あ
る（『
能
楽
研
究
』
40
「
研
究
展
望
」
に
て
既
出
）。

　

馬
場
あ
き
子
「
破
格
な
老
女
像
の
魅
力
」（
7
月
）は
、〈
卒
都
婆
小

町
〉の
小
町
像
が
①
道
行
の
「
余
情
幽
艶
」
の
趣
、
②
卒
都
婆
問
答
の

才
智
あ
る
姿
、
③
昔
の
栄
華
の
回
想
に
浸
る
姿
、
④
「
乞
丐
の
現
実
を

自
覚
」
し
狂
気
す
る
姿
、
⑤
少
将
の
死
を
自
ら
の
罪
と
し
て
演
じ
る
姿

の
五
つ
に
変
化
す
る
点
を
、
作
品
の
特
色
と
す
る
。

　

宮
本
圭
造
「〈
蟻
通
〉が
目
指
し
た
も
の
」（
9
月
）は
、
世
阿
弥
が

「
喜
阿
弥
の
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
」
と
し
て
音
曲
面
だ
け
で
な
く
構
成
も

含
め
て
、
喜
阿
弥
の
田
楽
能
を
手
本
に
し
作
っ
た
能
と
し
て〈
蟻
通
〉を

と
ら
え
る
論
。『
申
楽
談
儀
』
等
の
記
事
や
田
楽
の
芸
能
の
検
討
を
通
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し
て
、
喜
阿
弥
時
代
に
「
護
法
型
」
と
は
異
な
る
別
の
定
型
、
前
半
の

主
役
が
退
場
し
た
後
に
、
後
半
の
主
役
神
霊
が
現
れ
る
と
い
う
、
複
式

夢
幻
能
に
近
い
神
能
が
あ
っ
た
可
能
性
を
あ
げ
る
。
そ
の
上
で
、
本
来

の〈
蟻
通
〉は
老
体
の
謡
を
中
心
に
す
る
前
半
と
、
出
現
し
た
神
が
「
き

び
き
び
と
し
た
演
技
」
を
見
せ
る
後
半
と
い
う
、
二
場
物
の
能
と
し
て

構
想
さ
れ
た
と
想
定
し
、
そ
れ
に
世
阿
弥
が
憑
物
の
趣
向
を
取
り
入
れ
、

シ
テ
に
老
体
の
宮
人
を
当
て
て
一
場
物
に
改
作
し
た
と
い
う
過
程
を
明

ら
か
に
す
る
。

　

中
嶋
謙
昌
「〈
養
老
〉の
霊
水
」（
11
月
）は
、
能
と
養
老
縁
起
に
お
い

て
は
霊
水
発
見
を
雄
略
天
皇
時
代
と
す
る
点
、
霊
水
の
所
在
地
を
本
巣

郡
と
す
る
点
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
能
が
縁
起
を
踏
ま
え
て
制
作
さ

れ
た
可
能
性
を
考
察
す
る
。
ほ
か
に
も
両
者
の
共
通
点
と
し
て
、
滝
と

水
が
別
の
場
所
に
あ
る
こ
と
、
酒
で
は
な
く
水
が
泉
か
ら
湧
く
こ
と
を

あ
げ
、〈
養
老
〉の
核
は
清
水
の
表
現
に
あ
る
と
解
釈
す
る
。
中
嶋
氏
に

は〈
大
江
山
〉を
論
じ
た
「
鬼
神
に
横
道
な
き
も
の
を
」（『
紫
明
』
47
。

10
月
）も
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
『
銕
仙
』「
研
究
十
二
月
往
来
」
の
論
考
を
あ
げ
て
い

く
。
重
田
み
ち
「
近
江
の
能
─《
兼
平
》前
場
・
犬
王
の
天
女
舞
の
天
台

信
仰
─
」（
700
。
2
月
）は
、〈
兼
平
〉の
前
場
に
は
近
江
猿
楽
が
本
来
有

し
て
い
た
天
台
信
仰
、
一
方
後
場
で
は
浄
土
信
仰
が
描
か
れ
る
と
い
う

よ
う
に
、
前
後
で
信
仰
的
性
質
に
違
い
が
あ
る
点
に
注
目
す
る
。
比
叡

山
の
信
仰
を
描
く
現
行
の
前
場
が
犬
王
の
「
柴
船
の
能
」
の
中
心
部
分
、

又
は
独
立
の
謡
物
で
あ
っ
た
可
能
性
を
あ
げ
る
。
さ
ら
に
犬
王
に
よ
る

天
女
の
能
を
法
華
経
賛
美
の
内
容
で
あ
っ
た
と
説
く
。

　

岩
崎
雅
彦
「《
叫
べ
ど
声
が
、
出
で
ば
こ
そ
》─
「
鵜
飼
」「
砧
」
と

『
六
道
講
式
』
─
」（
702
。
6
月
）は
、
地
獄
の
責
め
苦
の
定
型
的
描
写

に
広
く
使
わ
れ
る
「
叫
べ
ど
声
が
、
出
で
ば
こ
そ
」
の
表
現
が
、〈
砧
〉

な
ど
と
は
異
な
り
、〈
鵜
飼
〉で
は
鵜
使
い
が
体
験
し
た
現
実
の
出
来
事

の
苦
痛
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
し
、
そ
こ
に
「
表
現
の
新
た
な
文
学
展

開
」
を
見
出
し
た
論
。

　

高
桑
い
づ
み
「〈
半
蔀
〉の
作
り
物
と
立
花
」（
703
。
7
月
）は
、
複
数

の
型
付
・
作
リ
物
資
料
に
見
え
る〈
半
蔀
〉の
作
リ
物
の
形
状
と
演
出
を

読
み
解
く
。
と
く
に
金
春
流
・
金
剛
流
の
引
回
シ
の
あ
る
作
リ
物
や
、

藁
屋
根
の
付
い
た
作
リ
物
の
時
の
演
出
、
作
リ
物
と
小
書
の
関
係
等
を

論
じ
る
。

　

中
野
顕
正
「
乱
曲《
東
国
下
》小
考
─
『
東
関
紀
行
』
と
の
関
わ
り
を

中
心
に
─
」（
705
。
10
月
）は
、
乱
曲〈
東
国
下
〉が
直
接
依
拠
し
た
資
料

の
一
つ
に
『
東
関
紀
行
』
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え〈
東
国
下
〉が

盛
久
の
観
音
利
生
譚
を
前
提
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
論
じ
る
。〈
盛
久
〉

に〈
東
国
下
〉が
取
り
入
れ
ら
れ
た
際
に
平
貞
能
の
観
音
利
生
譚
を
基
に

翻
案
さ
れ
た
こ
と
、
の
ち
に
盛
久
観
音
利
生
譚
は
長
門
本
『
平
家
物

語
』
等
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
を
提
示
す
る
。

　

竹
本
幹
夫
「〈
松
風
〉改
作
論
再
説
」（
706
。
11
月
）は
伊
藤
正
義
氏
の

説
に
対
し
て
、「
松
風
の
謡（
サ
シ
・
下
ゲ
歌
・
上
ゲ
歌
）」
が
観
阿
弥

作
曲
の
原
曲
名
不
明
の
独
立
し
た
謡
物
で
あ
っ
て〈
松
風
〉全
体
と
は
作

詞
の
在
り
方
が
異
質
で
あ
る
こ
と
や
、
観
阿
弥
原
作
曲
を
改
作
し
た
場

合
に
は
世
阿
弥
が
伝
書
に
明
記
す
る
こ
と
か
ら
、
世
阿
弥
が
田
楽
能

〈
汐
汲
〉を
翻
案
改
作
し
て〈
松
風
〉を
作
っ
た
の
で
あ
り
、
観
阿
弥
原
作
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の〈
松
風
〉は
存
在
し
な
い
こ
と
を
考
察
す
る
。

　

小
田
幸
子
「〈
景
清
〉の
演
出
と
作
風
」（
707
。
12
月
）は
、『
岡
家
本

江
戸
初
期
能
型
付
』
の
記
事
を
検
討
し
、
景
清
と
娘
の
別
離
場
面
の
演

技
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
点
を
明
ら
か
に
し
、「
父
娘
の
恩
愛
」
が
別

離
場
面
に
集
約
さ
れ
、
娘
が
「
父
の
最
後
を
支
え
、
そ
の
姿
を
伝
え
る

役
割
を
果
た
し
た
」
と
読
み
解
く
。

　

天
野
文
雄
「
世
阿
弥
の
『
実
盛
』
と
将
軍
義
持
」（
704
。
9
月
）は
、

能
伝
書
『
聞
書
色
々
』
の
記
事
と
『
満
済
准
后
日
記
』
を
照
合
し
、
実

盛
の
幽
霊
出
現
を
聞
い
た
将
軍
義
持
が
直
ち
に
世
阿
弥
に
命
じ
て
作
ら

せ
た
と
い
う
経
緯
を
想
定
す
る
。
さ
ら
に
『
申
楽
談
儀
』
十
四
条
と

『
聞
書
色
々
』
を
突
き
合
わ
せ
、
世
阿
弥
が
「
上
」（
義
持
）の
命
令
で

〈
実
盛
〉と〈
山
姥
〉を
「
当
御
前
」（
義
持
の
前
）で
演
じ
た
と
解
釈
す
る
。

　
『
銕
仙
』
以
外
の
天
野
稿
を
続
け
て
あ
げ
て
お
く
。「『
井
筒
』
の

「
移
り
舞
」
に
つ
い
て
」（『
お
も
て
』
144
）は
、
業
平
が
『
伊
勢
物
語
』

古
注
や
中
世
歌
学
に
お
い
て
舞
と
深
く
関
わ
る
人
物
と
捉
え
ら
れ
て
い

た
と
し
、〈
井
筒
〉の
「
移
り
舞
」
は
、
有
常
の
娘
が
業
平
と
一
体
に
な

り
、
業
平
が
豊
の
明
の
五
節
で
舞
っ
た
よ
う
に
舞
う
懐
旧
の
舞
で
あ
る

と
す
る
。〈
井
筒
〉に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
古
注
の
影
響
の
大
き
さ
と
、

「
移
り
舞
」
の
文
辞
が
世
阿
弥
に
始
ま
る
こ
と
に
も
ふ
れ
る
。

　
「
世
阿
弥
再
見
─
「
改
作
」
に
み
る
世
阿
弥
の
功
業
─
」（『
舞
台
芸

術
』
23
。
3
月
）は
、
世
阿
弥
の
改
作
の
実
態
と
意
義
を
考
察
し
た
論
。

世
阿
弥
伝
書
の
検
討
か
ら
、
改
作
が
場
合
に
よ
っ
て
は
改
作
者
の
作
と

な
る
作
者
観
が
あ
っ
た
こ
と
、
改
作
に
は
大
幅
な
改
変
、
部
分
的
な
改

訂
、
翻
案
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
世
阿
弥
は
時
代
の
変
化（
好
み
）に

合
わ
せ
た
改
変
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
、『
三
道
』
に
見
え
る
規
範

曲
の
改
訂
に
「
少
々
」
と
い
う
条
件
と
「
作
意
」
を
変
え
な
い
と
い
う

条
件
を
世
阿
弥
が
付
け
た
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、〈
鵜
飼
〉〈
海
士
〉

〈
柏
崎
〉の
改
作
の
実
態
を
論
じ
る
。
と
く
に〈
柏
崎
〉の
改
作
で
は
、
女

体
の
風
体
を
幽
玄
と
す
る
考
え
に
基
づ
き
、
世
阿
弥
が
男
物
狂
と
決
別
、

女
物
狂
へ
と
方
向
転
換
し
た
結
果
、
改
作〈
柏
崎
〉が
女
物
狂
能
の
源
と

な
っ
た
こ
と
を
指
摘
。〈
柏
崎
〉の
改
作
は
、
女
体
と
女
物
狂
を
別
の
風

体
に
と
ら
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
女
体
の
能（
鬘
物
）が
女
物
狂
と
い
う

範
疇
か
ら
脱
し
て
、
一
つ
の
風
体
」
に
な
る
、
そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ

と
な
っ
た
と
、
そ
の
意
義
を
提
起
す
る
。

　

天
野
氏
の
復
曲
能
上
演
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、『
国
立
能
楽
堂
』

三
月
の
特
別
企
画
公
演
「「
岩
船
」
の
原
形
に
さ
か
の
ぼ
る
」（
439
）が

あ
る
。
原〈
岩
船
〉の
シ
テ
が
前
半
後
半
と
も
に
天
の
探
女
で
あ
る
こ
と
、

天
の
岩
船
の
作
リ
物
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
、
実
際
の
復
曲
公

演
の
演
出
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
四
月
の
企
画
公
演
「
世
阿
弥
の

「
泰
山
木
」
が
歩
ん
で
き
た
道
─
復
曲
「
泰
山
木
」
再
見
─
」（
440
）は
、

「
花
に
象
徴
さ
れ
る
過
ぎ
行
く
春
へ
の
哀
惜
」
と
い
う
主
題
を
曲
名〈
泰

山
木
〉が
象
徴
す
る
こ
と
、〈
泰
山
木
〉の
曲
名
が〈
泰
山
府
君
〉に
取
っ

て
代
わ
っ
た
こ
と
、
演
能
記
録
や
、
金
剛
流〈
泰
山
府
君
〉と
観
世
流

〈
泰
山
木
〉の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
公
演
以
前
に
発
表
さ

れ
た〈
泰
山
木
〉に
関
わ
る
論
考
も
示
さ
れ
、
合
わ
せ
て
参
照
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
下
で
は
書
籍
、
学
会
誌
や
紀
要
等
に
掲
載
の
論
を
紹
介
す
る
。
高

橋
悠
介
「
金
春
禅
竹
と
自
然
表
象
」（『
和
漢
の
コ
ー
ド
と
自
然
表
象　
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十
六
、七
世
紀
の
日
本
を
中
心
に
』
勉
誠
社
。
3
月
）は
、〈
定
家
〉に
引

か
れ
た
『
拾
遺
愚
草
』
の
定
家
歌
が
、「
星
霜
古
り
た
る
」
と
表
現
さ

れ
る
石
塔
の
イ
メ
ー
ジ
と
響
き
合
い
、「
年
月
を
経
て
霜
に
朽
ち
る
」

イ
メ
ー
ジ
を
前
場
に
行
き
渡
ら
せ
て
い
る
と
読
み
解
く
。
定
家
葛
に
は
、

定
家
の
執
心
の
象
徴
に
加
え
、
役
行
者
と
葛
城
神
の
話
に
基
づ
く
よ
う

な
拘
束
具
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
こ
と
、
葛
城
説
話
の
引
用
は〈
葛
城
〉を

ふ
ま
え
内
親
王
の
高
貴
な
身
分
と
も
関
わ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
歓
喜
天

の
イ
メ
ー
ジ
も
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。「
星
霜
古
り
た
る
」
式

子
内
親
王
の
石
塔
に
か
ら
む
定
家
葛
の
造
形
に
は
、「
年
闌
け
た
雰
囲

気
」
や
「
葛
城
の
女
神
に
擬
え
ら
れ
る
高
貴
さ
」
と
い
う
「
石
塔
の
プ

ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
、
定
家
の
執
心
や
拘
束
具
と
い
う
「
葛
の
マ
イ

ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
」
が
一
体
と
な
っ
て
お
り
、「
こ
れ
ら
の
複
合
の
全

体
が
、
双
身
歓
喜
天
の
姿
と
も
連
動
し
て
発
想
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ

る
。
ま
た
伝
書
に
見
え
る
自
然
表
象
に
つ
い
て
は
、
六
輪
一
露
説
の

「
一
露
」
や
像
輪
の
検
討
を
通
し
て
、「
山
河
大
地
や
草
木
も
含
め
た
万

物
」「
有
情
と
非
情
を
含
め
た
世
界
」
の
根
源
と
身
体
の
根
源
を
重
ね

合
わ
せ
、
こ
れ
を
水
や
劔
に
よ
っ
て
表
象
す
る
と
い
う
禅
竹
の
構
想
を

示
す
。

　

ア
イ
ケ
・
グ
ロ
ス
マ
ン
「
能
に
お
け
る
「
執
心
」
の
可
視
化
─
謡
曲

テ
キ
ス
ト
の
分
析
を
通
し
て
─
付
・
ド
イ
ツ
語
訳〈
殺
生
石
〉」（『
能
楽

研
究
』（
44
。
3
月
）は
、〈
船
橋
・
鉄
輪
・
定
家
・
八
島
・
頼
政
・
殺
生

石
〉で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
趣
に
合
わ
せ
て
、執
心
が
悪
鬼
へ
の
変
身
や
物

質
へ
の
変
化
と
し
て
可
視
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
目
に
見
え
な
い
魂
の

状
態
が
「
過
剰
な
感
情
の
表
現
」
と
水
に
溺
れ
る
等
の
暗
喩
の
使
用
に

よ
っ
て
、
身
体
的
な
状
態
に
転
換
さ
れ
、
具
体
化
・
形
象
化
に
至
る
こ

と
を
考
察
す
る
。〈
殺
生
石
〉で
は
初
の
ド
イ
ツ
語
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

同
じ
く
『
能
楽
研
究
』
所
収
の
西
野
春
雄
「
令
和
の《
大
典
》」
は
、

二
〇
一
九
年（
令
和
元
）七
月
の
横
浜
能
楽
堂
特
別
企
画
公
演
「
大
典　

奉
祝
の
芸
能
」
に
て
上
演
さ
れ
た〈
大
典
〉の
論
。
こ
の
上
演
に
あ
た
り

大
正
天
皇
即
位
大
典
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た〈
大
典
〉は
現
代
に
ふ
さ
わ

し
い
形
に
改
訂
が
な
さ
れ
、
西
野
氏
は
、
そ
の
監
修
・
補
綴
を
担
当
す

る
。
本
論
で
は
、
詞
章
・
演
出
の
改
訂
内
容
が
詳
細
に
示
さ
れ
、
大
正

と
令
和
の
詞
章
を
比
較
掲
載
す
る
。

　

大
谷
節
子
「
能
「
花
筐
」
と
「
李
夫
人
の
曲
舞
」」（『
白
居
易
研
究

年
報
』
20
）は
、
花
筐
が
再
会
を
導
く
皇
子
の
形
見
で
あ
り
「
皇
子
の

天
照
大
神
礼
拝
の
表
象
」
と
な
る
と
指
摘
。「
花
筐（
形
見
）」
は
能〈
花

筐
〉に
て
最
も
重
要
な
言
葉
「
規
模
の
こ
と
ば
」
に
あ
た
り
、
そ
れ
が

乱
曲
「
曙
」
で
は
「
言
の
葉
」
に
改
変
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、

「
曙
」
は〈
花
筐
〉の
一
部
を
用
い
て
後
代
に
作
ら
れ
た
謡
物
で
あ
っ
て
、

世
阿
弥
作
の〈
花
筐
〉は
「
李
夫
人
の
曲
舞
」
の
み
を
含
む
形
で
あ
っ
た

と
結
論
す
る
。
さ
ら
に
「
李
夫
人
の
曲
舞
」
は
、「
恋
慕
の
激
し
さ
と
、

そ
れ
故
に
恩
愛
に
惑
う
苦
し
み
を
吐
露
し
た
」
も
の
で
あ
る
と
読
む
。

　

澤
野
加
奈
「
能《
是
害
》と
後
醍
醐
天
皇
の
怨
霊
」（『
演
劇
学
論
叢
』

19
。
3
月
）は
、〈
是
害
〉制
作
の
時
代
背
景
に
旧
南
朝
勢
力
の
脅
威
が

あ
る
と
し
、
典
拠
の
『
是
害
房
絵
』
に
見
え
る
金
剛
山
等
の
霊
地
と
南

朝
の
関
係
や
、『
太
平
記
』
の
後
醍
醐
天
皇
の
怨
霊
に
つ
い
て
考
察
。

シ
テ
に
後
醍
醐
天
皇
の
怨
霊
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
怨
霊
を
退
散

さ
せ
る
能
と
し
て〈
是
害
〉を
と
ら
え
る
。
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植
木
朝
子
「
能
「
羊
」
を
め
ぐ
る
一
考
察
─
羊
の
イ
メ
ー
ジ
に
注
目

し
て
─
」（『
同
志
社
国
文
学
』
92
。
3
月
）は
、
歴
史
的
に
悪
疫
の
原

因
と
さ
れ
、
文
芸
上
で
は
死
や
無
常
を
象
徴
す
る
と
い
う
不
吉
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
羊
を
と
り
あ
げ
た
点
が
、
大
団
円
に
至
る
結
末
の
「
ど

ん
で
ん
返
し
」
の
面
白
さ
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
す
る
。

詞
章
に
引
か
れ
た
二
つ
の
羊
の
説
話
が
、
能
の
展
開
に
重
な
る
こ
と
、

孝
行
と
い
う
主
題
に
直
結
す
る
こ
と
を
指
摘
。
狂
言〈
牛
盗
人
〉〈
鶏
猫
〉

と
の
比
較
も
お
こ
な
う
。

　

講
演
を
ま
と
め
た
論
考
は
三
本
。
竹
本
幹
夫
「
室
町
期
謡
本
を
校
訂

す
る
」（『
能
と
狂
言
』
17
。
12
月
）は
、
二
〇
一
八
年
度
能
楽
学
会
大

会
で
の
講
演
に
基
づ
く
。
同
一
人
物
の
節
付
に
よ
る
、
同
一
曲
の
室
町

期
謡
本
の
本
文
を
詳
細
に
比
較
検
討
、
こ
れ
ら
の
本
文
と
節
付
に
異

文
・
異
同
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
本
文
校
訂
の
あ
る
べ
き
手
法

を
提
起
し
た
論
。
世
阿
弥
時
代
か
ら
室
町
期
を
通
じ
て
詞
章
と
節
付
に

は
流
動
性
が
存
在
す
る
こ
と
、
近
代
の
流
儀
間
等
の
本
文
異
同
は
そ
の

流
動
性
の
延
長
上
に
あ
る
こ
と
、
近
世
の
版
本
謡
本
が
詞
章
・
節
付
の

無
制
限
の
流
動
を
止
め
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。

『
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』（
31
。
3
月
）に
は
、

二
〇
一
八
年
度
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
事
前
講
座
「
能
と
土

岐
善
麿〈
青
衣
女
人
〉を
見
る
」
を
ま
と
め
た
永
村
眞
「
二
月
堂
修
中
過

去
帳
と
「
青
衣
女
人
」
─
観
音
信
仰
の
一
齣
─
」
と
、
二
〇
一
九
年
度

能
楽
研
究
講
座
「
能
・
狂
言
と
祭
」
に
お
け
る
、
藤
原
克
己
「『
源
氏

物
語
』
と
能
の
『
葵
上
』『
野
宮
』」
を
所
収
す
る
。（
中
司
）

【
技
法
・
演
出
研
究
】

　

こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
能
舞
台
・
能
楽
堂
に
関
す
る
論
考
、
謡
曲

の
旋
律
お
よ
び
謡
本
の
記
号
に
関
す
る
論
考
、
能
楽
囃
子
お
よ
び
鼓
胴

に
関
す
る
論
考
や
講
座
の
活
字
化
を
、
ま
と
め
て
挙
げ
て
い
る
。
ど
の

分
野
も
従
来
型
の
日
本
文
学
研
究
・
藝
能
史
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加

え
、
建
築
学
、
言
語
学
、
情
報
工
学
等
、
異
な
る
領
域
の
研
究
者
に
よ

る
論
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

■
能
舞
台
・
能
楽
堂

　
『
観
世
』
に
は
1
月
か
ら
4
月
ま
で
、
前
年
に
引
き
続
い
て
、「
観
世

流
と
能
楽
堂
の
歩
み
」
の
シ
リ
ー
ズ
が
掲
載
さ
れ
た
。
天
野
文
雄
「
観

世
流
と
能
楽
堂
の
歩
み（
7
・
8
）─
近
現
代
大
阪
の
能
舞
台
と
能
楽
堂　

（
前
・
後
編
）」（
1
・
2
月
）は
、
前
編
で
は
明
治
期
に
大
阪
に
建
て
ら

れ
た
橋
岡
能
舞
台
、
翠
柳
館
舞
台
、
大
阪
博
物
場
舞
台
の
構
造
、
そ
こ

で
演
じ
ら
れ
た
能
、
変
遷
等
を
説
き
、
後
編
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期

に
次
々
に
建
て
ら
れ
た
能
楽
堂
の
概
要
や
建
築
の
経
緯
と
変
遷
、
昭
和

二
十
年
の
大
阪
大
空
襲
で
大
槻
能
楽
堂
以
外
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
、
戦
後
の
能
楽
堂
再
建
や
そ
の
後
の
様
子
等
を
ま
と
め
る
。
前
・
後

編
と
も
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
濃
い
内
容
。
関
連
す
る
論
考
と
し
て
、

同
人
に
よ
る
「
昭
和
十
年
の
大
槻
能
楽
堂
落
成
と
当
時
の
大
阪
能
楽

界
」（『
お
も
て
』
143
。
3
月
）が
あ
り
、
当
時
の
雑
誌
『
謡
曲
界
』
等

の
記
事
を
引
き
な
が
ら
新
築
の
能
楽
堂
の
規
模
や
祝
賀
能
の
詳
細
、
そ

こ
に
出
演
し
た
役
者
た
ち
の
動
静
等
を
述
べ
て
お
り
、
併
せ
て
読
む
こ

と
で
大
阪
に
限
ら
ず
当
時
の
能
楽
界
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
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大
山
範
子
「
観
世
流
と
能
楽
堂
の
歩
み（
9
）神
戸
編
」（
3
月
）は
、

神
戸
に
か
つ
て
在
っ
た
能
舞
台
の
概
要
と
、
そ
の
能
舞
台
設
立
か
ら
戦

災
で
の
焼
失
や
閉
鎖
・
移
築
等
の
経
緯
を
述
べ
た
後
、
現
役
の
能
舞
台

を
紹
介
し
て
い
る
。
能
楽
堂
設
立
に
尽
力
し
た
大
西
亮
太
朗
や
上
田
隆

一
が
能
楽
の
普
及
の
た
め
に
行
っ
た
新
し
い
試
み
や
、
楠
木
正
成
と
観

阿
弥
、
播
磨
の
永
富
家
に
結
縁
が
あ
る
と
い
う
学
説
が
発
表
さ
れ
た
お

か
げ
で
能
楽
堂
新
築
が
実
現
し
た
こ
と
等
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

多
い
。

　

宇
田
懐
「
観
世
流
と
能
楽
堂
の
歩
み（
10
・
最
終
回
）九
州
編
」（
4

月
）は
、
福
岡
藩
の
藩
主
た
ち
と
能
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、

福
岡
の
住
吉
神
社
能
楽
殿
と
大
濠
公
園
能
楽
堂
、
大
分
の
宇
佐
神
宮
能

楽
殿
と
平
和
市
民
公
園
能
楽
堂
、
の
新
旧
四
箇
所
の
能
楽
堂
の
概
要
を

述
べ
て
い
る
。

　

な
お
『
能
と
狂
言
』
17（
12
月
）に
掲
載
の
横
山
太
郎
「
観
客
席
と
最

新
技
術 : 

変
わ
り
つ
つ
あ
る
能
楽
堂
の
鑑
賞
環
境
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、

2
0
1
8
年
の
能
楽
学
会
大
会
で
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
報

告
。
国
立
能
楽
堂
の
座
席
背
面
の
字
幕
シ
ス
テ
ム
や
、
檜
書
店
が
観
世

喜
正
氏
の
協
力
を
得
て
始
め
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
字
幕
解
説
の
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
コ
ス
ト
の
問
題
や
新
し
い

観
客
と
旧
派
の
観
客
の
共
存
な
ど
、
課
題
は
多
い
よ
う
だ
が
、
過
去
に

遡
れ
ば
畳
の
桟
敷
を
椅
子
席
に
変
え
た
の
も
、
能
楽
堂
内
に
レ
ス
ト
ラ

ン
を
設
け
た
の
も
、
そ
の
時
々
の
新
し
い
試
み
だ
っ
た
こ
と
は
、『
観

世
』
の
連
載
か
ら
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
新
し
い
技
術
の
発
展
に

伴
い
、
現
代
の
能
界
の
状
況
や
観
客
層
に
ふ
さ
わ
し
い
鑑
賞
環
境
を
め

ぐ
る
研
究
や
工
夫
が
、
今
後
も
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。

　

建
築
学
の
視
点
か
ら
の
論
考
も
複
数
発
表
さ
れ
た
。
辻
槙
一
郎
「
近

代
能
楽
堂
の
建
築
意
匠
に
お
け
る
日
本
的
表
現
」（「
日
本
建
築
学
会
計

画
系
論
文
集
」
85-

770
）は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
の
能
楽
堂（
近
代

能
楽
専
用
施
設
と
称
す
る
）を
考
察
対
象
と
し
、
能
舞
台
と
「
見
所
」

（
観
覧
領
域
と
称
す
る
）と
が
ど
の
よ
う
に
一
体
化
し
て
能
楽
堂
へ
と
変

容
し
て
い
く
の
か
を
、
能
楽
雑
誌
の
記
事
や
能
楽
堂
の
設
計
図
、
写
真

資
料
、
設
計
者
た
ち
が
設
計
意
図
を
記
し
た
文
献
資
料
等
を
博
捜
し
て

跡
づ
け
る
。
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
は
「
伝
統
的
な
木
造
の
意

匠
」
を
基
調
と
し
て
い
た
能
楽
堂
が
、
昭
和
期
に
な
る
と
、
当
時
の

「
設
計
競
技
に
お
い
て
し
ば
し
ば
要
求
さ
れ
た
意
匠
」
で
あ
る
「
日
本

趣
味
」
の
潮
流
に
乗
り
、
日
本
的
表
現
を
よ
り
強
め
て
い
っ
た
と
い
う

同
稿
の
指
摘
は
、
土
蔵
の
よ
う
な
外
観
を
持
つ
名
古
屋
能
楽
堂
の
写
真

な
ど
、
掲
載
の
絵
図
や
写
真
か
ら
も
よ
く
理
解
で
き
た
。
中
で
も
、
内

部
意
匠
に
つ
い
て
、
梅
若
能
楽
堂（
1
9
1
9
年
）と
宝
生
能
楽
堂

（
1
9
2
8
年
）を
比
較
す
る
部
分
が
特
に
興
味
深
か
っ
た
。
前
者
は
、

古
式
を
厳
密
に
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
能
舞
台
と
の
様
式
的
一
致
を
示
さ

ず
、「
換
気
性
能
を
重
視
し
た
機
能
的
な
観
覧
領
域
」
を
目
指
し
た
の

に
対
し
、
後
者
は
、「
能
舞
台
と
調
和
し
観
覧
人
が
近
世
以
前
の
空
間

を
追
体
験
す
る
よ
う
な
、
情
緒
的
な
側
面
」
を
重
視
し
た
と
い
う
。
さ

ら
に
、
後
者
の
宝
生
能
楽
堂
で
は
能
舞
台
の
様
式
に
合
わ
せ
観
覧
領
域

も
書
院
造
り
に
し
た
い
と
こ
ろ
が
観
覧
領
域
の
天
上
高
に
は
ふ
さ
わ
し

く
な
く
、「
寸
法
体
系
と
建
築
様
式
と
の
矛
盾
」
を
解
決
す
る
た
め
に

「
堂
宇
」
の
様
式
を
採
用
し
た
と
い
う
設
計
者
の
話
を
引
き
、
こ
れ
を
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「
能
舞
台
と
い
う
必
然
的
な
内
在
的
因
子
と
の
対
応
関
係
に
よ
る
内
部

意
匠
の
模
索
」
の
一
つ
の
到
達
点
と
す
る
結
語
も
説
得
力
が
あ
る
と
感

じ
た
。
異
分
野
の
研
究
は
、
研
究
方
法
も
研
究
作
法
も
違
い
、
論
点
を

正
し
く
理
解
で
き
て
い
る
か
不
安
に
な
る
こ
と
も
戸
惑
う
こ
と
も
あ
る

が
、
貴
重
な
情
報
源
と
し
て
扉
を
開
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
あ
ら

た
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
論
文
だ
っ
た
。

　

な
お
、
前
号
で
は
「
資
料
研
究
」
の
一
部
と
し
て
紹
介
し
た
佐
藤
圭

一
・
大
岩
智
之
共
著
の
連
作
論
文
「
福
山
市
に
現
存
す
る
能
舞
台
と
能

楽
堂
の
空
間
構
成
に
関
す
る
研
究
」
は
、
前
号
紹
介
分（
そ
の
１
～
３
）

の
続
稿（
そ
の
４
～
６
）が
、
今
年
度
も
『
日
本
建
築
学
会
中
国
支
部
研

究
報
告
集
43
』
と
『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集（
建
築
歴

史
・
意
匠
）』
に
発
表
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も
学
会
員
以
外
に
は
入
手
し

に
く
い
も
の
だ
が
、
幸
い
福
山
大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
書
と
し
て
『「
地
域
遺
産
」
の
理
念
構
築
と
そ
の

保
全
・
継
承
に
関
す
る
研
究
』（
2
0
2
2
年
11
月
27
日
に
ウ
ェ
ブ
版

を
公
開
）が
ま
と
め
ら
れ
た
中
に
、
こ
の
能
舞
台
に
関
す
る
一
連
の
研

究
も
、「
９
．
備
後
地
域
内
外
に
残
る
能
舞
台
や
能
楽
堂
の
予
備
調
査

と
復
元
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
こ
の
タ
イ
ト
ル
通
り
、

福
山
市
内
に
残
る
能
舞
台
の
実
測
調
査
と
、
移
築
前
の
舞
台
の
絵
図
や

古
写
真
、
図
面
等
の
分
析
と
を
合
わ
せ
、
そ
の
空
間
構
成
と
史
的
変
遷

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
こ
ち
ら
は
ウ
ェ
ブ
公
開
版
な
の
で
、

誰
で
も
簡
単
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
あ
る
。

■
謡
の
旋
律
・
ア
ク
セ
ン
ト
・
リ
ズ
ム

　

丹
羽
幸
江
「
世
阿
弥
・
禅
竹
自
筆
譜
へ
の
早
歌
譜
の
影
響
─
リ
ズ
ム

記
号
「
振
リ
」
の
摂
取
─
」（『
昭
和
音
楽
大
学
研
究
紀
要
』
38
。
3

月
）は
、
早
歌
譜
と
金
春
禅
竹
自
筆
『
五
音
三
曲
集
』
に
見
え
る
譜
の

比
較
か
ら
始
め
、
禅
竹
譜
で
用
い
ら
れ
る
「
振
リ
」
記
号
が
早
歌
の
角

フ
リ
と
同
じ
形
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
機
能
の
面
で
も
ほ
ぼ
同
じ
役
割

を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
言
う
。
そ
こ
か
ら
遡
り
、
世
阿
弥
の
初
期
自
筆

能
本
の
「
フ
ル
」
に
は
早
歌
の
フ
リ
に
近
い
用
法
と
後
代
の
廻
シ
に
近

い
用
法
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
世
阿
弥
が
「
角
フ
リ
と
い
う
記
号
を
あ

ま
り
拘
束
の
強
く
な
い
形
で
摂
取
し
、
謡
に
あ
う
よ
う
に
自
在
に
変
形

を
加
え
つ
つ
、
摂
取
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
」
と
結
論
づ
け
る
。

世
阿
弥
の
初
期
の
自
筆
本
で
あ
る〈
盛
久
〉〈
江
口
〉に
は
「
ク
ル
、
ハ
ル
、

モ
ツ
、
フ
ル
、
ナ
カ
ム
、
ヒ
ロ
フ
な
ど
の
動
詞
形
の
言
葉
」
が
多
用
さ

れ
る
が
、
後
に
は
激
減
し
記
号
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
言
う
指
摘
は

面
白
か
っ
た
。
一
方
、
な
ぜ
禅
竹
か
ら
世
阿
弥
へ
遡
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
、
い
ま
ひ
と
つ
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
早
歌
と
禅
竹

自
筆
譜
と
で
共
通
し
て
い
る
ゴ
マ
の
う
ち
六
例
が
後
代
の
謡
で
も
使
用

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
書
か
れ
て
い
る
が
、
世
阿
弥
の
自
筆
譜
で
は
ど

う
な
の
か
。
ま
た
、
文
の
末
尾
で
は
、
世
阿
弥
の
自
筆
譜
の
記
譜
法
が

〈
江
口
〉の
三
年
後
の〈
松
浦
〉で
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

世
阿
弥
が
「
よ
り
理
論
的
・
体
系
的
に
早
歌
の
楽
譜
を
学
び
、
積
極
的

に
そ
の
記
譜
法
を
摂
取
し
た
と
現
時
点
で
は
予
測
す
る
」
と
言
う
が
、

だ
と
す
れ
ば
、
世
阿
弥
か
ら
能
本
を
相
伝
さ
れ
て
い
る
禅
竹
の
記
譜
法

と
早
歌
譜
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
び
つ
け
て
よ
い
の
か
、
ま
だ
判
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。
よ
り
網
羅
的
な
調
査
を
踏
ま
え
た
続
稿
を
期
待
し
た

い
。
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坂
本
清
恵
「
室
町
末
期
謡
本
の
胡
麻
章
」『
論
集
』（
ア
ク
セ
ン
ト
史

資
料
研
究
会
。
2
月
）は
、
世
阿
弥
自
筆
本
や
金
春
禅
竹
自
筆
『
五
音

三
曲
集
』
を
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て
研
究
し
て
き
た
論
者
に
よ
る
、

室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
胡
麻
章
の
研
究
。
室
町
末
期
の

八
世
観
世
大
夫
元
尚
に
関
わ
る
謡
本
の
胡
麻
章
を
、
七
世
観
世
大
夫
元

忠
の
謡
本
、
観
世
元
頼
本
、
光
悦
謡
本（
上
製
本
）、
車
屋
謡
本
等
の
胡

麻
章
と
比
較
す
る
。
個
別
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
検
討
は
門
外
漢
に
は
難
し

い
部
分
も
あ
り
、
そ
う
し
た
検
討
を
積
み
重
ね
た
結
論
は
「
室
町
末
期

に
は
、
胡
麻
章
が
示
す
上
げ
下
げ
な
ど
も
か
な
り
自
由
だ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
特
に
ど
れ
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
忠
実
な
節
付
け
で
あ
る
の
か
も
言

い
に
く
い
」
と
い
う
も
の
な
の
だ
が
、
検
討
す
べ
き
素
材
の
選
択
や
考

察
の
順
序
等
、
研
究
手
法
は
堅
実
で
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

　

田
中
敏
文
・
伊
藤
克
亘
「
能
の
謡
の
ピ
ッ
チ
解
析
に
よ
る
日
本
の
音

階
の
変
遷
過
程
の
検
証
」（『
第
82
回
全
国
大
会
講
演
論
文
集
』
2
月
）

は
、
金
剛
流
の
能
楽
師
と
音
楽
情
報
処
理
を
専
門
と
す
る
研
究
者
の
共

同
研
究
の
成
果
。
と
は
い
え
、
音
響
信
号
の
解
析
デ
ー
タ
な
ど
は
挙

が
っ
て
お
ら
ず
、「
西
洋
音
楽
理
論
で
は
説
明
困
難
な
ヨ
ワ
吟
の
現
象

を
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
音
階
の
理
論
で
説
明
す
る
」
こ
と
が
中
心
。

■
囃
子
の
技
法
・
楽
器

　
『
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
31（
３
月
）に
は
、
前
年

の
7
月
・
8
月
に
行
わ
れ
た
公
開
講
座
「
囃
す
‼　

能
・
狂
言
カ
ル

テ
ッ
ト（
四
重
奏
楽
団
）」
の
記
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
各
回
に
登
場

し
た
囃
子
方
と
聞
き
手
は
、
順
に
、
小
寺
真
佐
人
・
三
浦
裕
子（「
太
鼓

之
巻
」）、
成
田
達
志
・
高
桑
い
づ
み（「
小
鼓
之
巻
」）、
竹
市
学
・
高
橋

葉
子（「
笛
之
巻
」）、
柿
原
崇
志
・
高
橋
葉
子（「
大
鼓
之
巻
」）。
一
般
向

け
の
公
開
講
座
の
記
録
で
研
究
的
な
知
見
を
述
べ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

ど
の
回
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
囃
子
や
楽
器
に
つ
い
て
豊
富
な
知
識
を
持
つ

聞
き
手
が
囃
子
方
ゲ
ス
ト
と
の
信
頼
関
係
の
上
に
立
っ
て
巧
み
に
話
を

聞
き
出
し
て
お
り
、
楽
器
の
構
造
、
流
儀
の
違
い
な
ど
も
含
め
、
実
演

者
か
ら
し
か
聞
け
な
い
貴
重
な
情
報
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

同
誌
に
は
関
連
講
座
の
記
録
と
し
て
、
前
原
恵
美
「
芸
能
を
支
え
る

も
う
一
つ
の
技
： 

楽
器
製
作
を
め
ぐ
っ
て
」
も
収
録
。
芸
能
に
関
わ

る
選
定
保
存
技
術
や
そ
の
保
持
者
・
保
持
団
体
の
リ
ス
ト
や
、
能
の
楽

器
に
関
わ
る
選
定
保
存
技
術
保
持
者
各
人
に
つ
い
て
の
詳
細
等
、
こ
ち

ら
も
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
。
ま
た
、
伝
統
芸
能
の
様
々
な
楽
器
の
製

作
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
殊
な
形
状
の
ヤ
ス
リ
が
必
要
な
の
だ
が
、

そ
れ
ら
を
一
人
で
作
っ
て
い
た
技
術
者
が
制
作
を
止
め
、
技
術
が
途
絶

え
そ
う
だ
と
い
う
話
は
、
ミ
ツ
バ
チ
が
絶
滅
し
た
ら
人
類
も
滅
び
る
と

い
う
話
も
連
想
さ
れ
て
、
危
機
感
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
ず
は
伝
統
芸
能
を
支
え
る
技
術
継
承
の
危
機
的
状
況
を
広
く
共
有
し

て
認
識
し
て
も
ら
う（
我
々
も
認
識
す
る
）必
要
が
あ
り
、
今
回
の
報
告

の
意
味
も
そ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

　

桑
原
康
郎
「
能
楽（
猿
楽
）鼓
胴
の
編
年
に
関
す
る
試
論 : 

（
附
）雷
雲

蒔
絵
鼓
胴
の
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
調
査
」（『M

iho M
useum

研
究
紀

要
』
20
。
3
月
）は
、
著
者
自
身
が
最
後
に
ま
と
め
て
い
る
よ
う
に
、

鼓
胴
の
変
遷
に
関
す
る
高
桑
い
づ
み
・
加
藤
寛
両
氏
の
研
究
成
果
を
踏

ま
え
、
そ
こ
に
、
新
た
に
調
査
し
得
た
鼓
胴
の
デ
ー
タ
を
当
て
は
め
た
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も
の
。
し
た
が
っ
て
、
学
問
的
に
極
め
て
新
し
い
知
見
を
示
す
と
い
う

も
の
で
は
な
い
が
、
複
数
の
論
文
で
発
表
さ
れ
た
両
氏
の
成
果
を
ま
と

め
た
編
年
図
は
非
常
に
判
り
や
す
く
、
し
か
も
新
た
な
デ
ー
タ
に
よ
っ

て
こ
の
説
を
補
強
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
甲
津
原
・
天
満
神
社

蔵
、
与
謝
郡
・
浦
嶋
神
社
蔵
お
よ
び
個
人
蔵
の
鼓
胴
の
カ
ラ
ー
画
像
や

墨
書
銘
、M

IH
O

 M
U

SE
U

M

蔵
の
雷
雲
蒔
絵
鼓
胴
の
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ナ
画
像
が
付
さ
れ
て
い
る
点
も
、
貴
重
で
あ
る
。（
山
中
）

【
狂
言
研
究
】

　

ま
ず
資
料
紹
介
・
資
料
研
究
か
ら
。
永
井
猛
「
新
出 

鷺
流
狂
言

『
宝
暦
名
女
川
本
』
の
離
れ
に
つ
い
て
」（『
能
楽
研
究
』
44
。
３
月
）は
、

笹
野
堅
旧
蔵
『
宝
暦
名
女
川
本
』
の
一
部（
七
冊
。
通
称
「
能
研
本
」）

の
概
要
報
告
で
、
長
ら
く
所
在
不
明
で
あ
っ
た
が
、
近
年
能
楽
研
究
所

所
蔵
と
な
っ
た
本
の
紹
介
。
名
女
川
本
は
享
保
保
教
本
と
常
磐
松
文
庫

本
の
中
間
的
位
置
に
あ
る
鷺
流
伝
右
衛
門
派
の
台
本
。
す
で
に
翻
刻
さ

れ
て
い
る
檜
書
店
本（
七
冊
）に
新
た
に
資
料
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
鷺

流
台
本
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
同
誌
に
は
永
井
・
稲
田
秀
雄
・

伊
海
孝
充
「
鷺
流
狂
言
『
宝
暦
名
女
川
本
』「
盗
類
雑
」「
遠
雑
類
」
翻

刻
」
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
本
号
よ
り
能
研
本
の
全
冊
翻
刻
が
始
ま
っ

た
。
今
回
は
盗
人
類
・
雑
類
の
冊
と
雑
類
の
稀
曲
を
集
め
た
冊
の
翻
刻
。

曲
名
の
み
が
知
ら
れ
て
い
た〈
鶯
聟
〉を
含
む
。
稲
田
秀
雄
「〔
翻
刻
〕

鷺
流
間
書
抜（
一
）」（『
山
口
県
立
大
学
学
術
情
報
』
13
。
３
月
）は
、

山
口
県
立
大
学
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
鷺
流
間
書
抜
」
の
翻

刻
。
今
回
は
、「
碪
」
か
ら
「
紅
葉
狩
」
ま
で
の
十
九
曲
。
同
セ
ン

タ
ー
所
蔵
の
鷺
流
関
連
資
料
に
含
ま
れ
る
間
狂
言
台
本
四
種
の
一
部
で
、

山
口
鷺
流
の
元
祖
・
春
日
庄
作
筆
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
山
本
晶
子

「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介（
12
）─
「
木
実
論
」
に
つ
い
て
─
」（『
学
苑
』

951
。
１
月
）は
馬
瀬
狂
言
資
料
紹
介
の
連
載
。
今
回
は
氏
が
「
馬
瀬
文

化
二
年
本
」
と
称
す
る
中
屋
豊
和
氏
蔵
『
狂
言
六
義
』
所
収
の
「
木
実

論
」
の
翻
刻
と
考
察
。「
木
実
論
」
の
台
本
は
、
山
脇
派
の
三
グ
ル
ー

プ
と
三
宅
派
、
合
計
四
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
、
馬
瀬
文
化
二
年
本
の

「
木
実
論
」
は
山
脇
派
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
『
狂
言
口
授
箋
』
や
和
泉
宗
家

系
本
に
近
い
と
す
る
。
ま
た
「
木
実
論
」
を
所
収
す
る
中
林
慶
三
氏
蔵

「
名
取
川　

木
実
争　

三
人
片
輪　

太
鼓
次
第
一
声
」
の
検
討
も
行
な

い
、
馬
瀬
文
化
二
年
本
の
詞
章
を
継
承
し
な
が
ら
、
改
訂
も
認
め
ら
れ

る
と
検
証
し
て
い
る
。
飯
塚
恵
理
人
「
佐
藤
友
彦
師
所
蔵 

九
冊
本
間

狂
言
「
応
答
」（
二
）」（『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
人
文
科
学
篇
』

51
。
３
月
）は
同
誌
前
号
に
引
き
続
き
、
和
泉
流
狂
言
師
佐
藤
友
彦
氏

所
蔵
の
間
狂
言
の
翻
刻
。
今
回
は〈
鳥
追
〉か
ら〈
高
野
物
狂
〉ま
で
の

五
十
曲
。
所
収
曲
の
大
半
は
四
番
目
物
で
、
番
外
曲
を
多
く
含
む
。
中

西
薫
「
狂
言
面 

小
桜
武
悪
」（『
紫
明
』
47
。
９
月
）は
篠
山
能
楽
資
料

館
蔵
の
狂
言
面
の
紹
介
。
狂
言
愛
好
者
の
旧
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
赤
鶴

作
と
伝
え
ら
れ
る
武
悪
で
、
小
豆
色
の
色
彩
が
剥
落
し
た
箇
所
に
は
桜

散
ら
し
の
斑
紋
が
見
ら
れ
る
た
め
、「
小
桜
武
悪
」
と
称
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
同
館
所
蔵
の
「
狂
言
図　

首
引
」（
江
戸
時
代
後
期
筆
）も
あ

わ
せ
て
掲
載
す
る
。

　

狂
言
史
関
係
は
一
本
の
み
。
石
井
公
成
「
太
平
記
読
み
、
狂
言
、
玄

恵
法
印
」（『
中
世
文
学
』
65
。
６
月
）は
令
和
元
年
度
中
世
文
学
会
春
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季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
の
仏
教
と
芸
能
」
の
記
録
の
一
つ
。
多

芸
多
才
の
人
と
い
う
伝
承
が
残
り
、『
わ
ら
ん
べ
草
』
に
は
狂
言
作
者

の
創
始
と
も
記
さ
れ
て
い
る
玄
恵
法
印
の
実
像
に
迫
る
論
。
狂
言
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
玄
恵
が
狂
言
を
作
っ
た
可
能
性
は
低
い
が
、
芸

能
と
仏
教
の
親
密
さ
や
仏
教
種
の
狂
言
の
多
さ
を
踏
ま
え
る
と
、
役
者

な
ど
に
中
国
の
故
事
を
教
え
る
こ
と
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
推
測

す
る
。

　

次
に
作
品
研
究
関
係
。
能
楽
学
会
二
〇
一
八
年
度
世
阿
弥
忌
セ
ミ

ナ
ー
の
報
告
で
あ
る
「【
テ
ー
マ
研
究
】
固
定
化
以
前
の
狂
言
─
世
阿

弥
時
代
か
ら
室
町
末
期
ま
で
─
」（『
能
と
狂
言
』
17
。
12
月
）に
は
三

本
の
論
文
を
掲
載
す
る
。
田
口
和
夫
「
狂
言
の
形
成
─
能
大
成
と
狂
言

大
成
─
」
は
猿
楽
か
ら
能
と
狂
言
が
分
化
し
た
時
代
の
狂
言
の
姿
を
考

察
す
る
。
延
年
次
第
に
見
え
る
囃
子
舞
主
体
の
演
目
か
ら
一
番
と
数
え

ら
れ
る
狂
言
の
出
現
を
推
測
し
、
こ
う
し
た
「
狂
言
」
が
能
楽
大
成
以

前
に
、
能
と
能
の
間
に
演
じ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
ま
た
『
習
道

書
』
に
み
え
る
「
座
敷
秀
句
」
を
上
層
階
級
へ
の
演
能
の
場
、「
昔
物

語
」
新
し
い
狂
言
の
素
材
と
な
っ
た
説
話
と
捉
え
、
能
と
肩
を
並
べ
る

狂
言
の
姿
を
見
て
取
る
。
大
成
期
の
能
・
狂
言
を
論
じ
る
上
で
、
た
び

た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
資
料
の
読
み
直
し
か
ら
、
狂
言
の
古
態
を

よ
り
克
明
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
植
木
朝
子
「
狂
言
と
歌
謡
」
は

狂
言
に
取
り
込
ま
れ
た
歌
謡
の
詞
章
の
分
析
を
通
し
て
、
狂
言
の
面
白

さ
を
考
察
す
る
。『
梁
塵
秘
抄
』
四
〇
八
番
歌
の
「
花
の
園
」
が
忉
利

天
や
兜
率
天
と
解
釈
さ
れ
、
仏
教
的
に
理
想
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、『
法
隆
寺
祈
雨
旧
記
』
に
見
え
る
「
マ
ヘ
〳
〵
カ
タ
ツ
フ
リ
ト

云
フ
事
」
を
雨
悦
び
の
延
年
の
場
を
結
び
つ
け
る
。
ま
た
、
天
正
本

「
湯
立
」
の
神
楽
歌
を
『
梁
塵
秘
抄
』
と
の
比
較
か
ら
、
海
路
か
ら
空

路
、
神
功
皇
后
か
ら
天
照
大
神
へ
と
替
え
た
点
と
、
神
へ
の
祈
り
に
恋

を
重
ね
た
点
に
面
白
さ
を
見
出
す
。
神
功
皇
后
伝
説
を
俗
な
世
界
に
移

し
た
と
い
う
読
み
と
、
男
女
貴
賤
が
交
差
し
た
『
閑
吟
集
』

二
四
三
・
二
四
四
番
歌
の
配
列
な
ど
か
ら
、
狂
言
小
舞
「
柴
垣
」
の
面

白
さ
を
解
釈
す
る
。
一
つ
の
言
葉
の
解
釈
が
作
品
全
体
の
解
釈
に
繋

が
っ
て
い
く
研
究
に
、「
面
白
さ
」
を
感
じ
た
。
岩
崎
雅
彦
「
室
町
期

の
説
話
と
狂
言
」
は
『
直
談
因
縁
集
』
所
収
説
話
と
狂
言
の
類
似
性
の

考
察
を
中
心
と
す
る
。「
方
便
品
」
第
一
・
五
十
六
話
と
能
・
狂
言
を
比

べ
、「
知
恵
買
」
と
買
う
物
を
求
め
て
声
を
あ
げ
る
と
い
う
設
定
に
お

い
て
「
末
広
か
り
」、「
知
恵
を
買
う
」
と
い
う
設
定
に
お
い
て
能
「
安

字
」
と
の
類
似
性
を
み
る（
た
だ
し
、『
直
談
因
縁
集
』
に
は
売
買
の
設

定
は
な
い
こ
と
も
指
摘
）。
ま
た
、「
分
別
功
徳
品
」
第
六
・
十
七
話
と

比
較
し
、
夫
婦
関
係
を
解
消
し
た
夫
が
夢
告
に
よ
っ
て
新
し
い
妻
を
得

る
と
い
う
設
定
と
「
因
幡
堂
」
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
。
中
司
由
起

子
「
狂
言〈
隠
笠
〉と〈
宝
の
槌
〉の
趣
向
」（『
能
楽
研
究
』
44
。
３
月
）

は
、
鬼
ヶ
島
伝
来
の
宝
を
求
め
る
類
曲
の
比
較
分
析
。
寛
正
五
年
の
糺

河
原
勧
進
猿
楽
で
兎
大
夫
が
演
じ
た
「
カ
ク
レ
ミ
ノ
」
を
加
え
、
そ
れ

ら
の
先
後
関
係
を
解
明
す
る
の
で
は
な
く
、
作
品
の
趣
向
を
検
討
す
る
。

〈
隠
笠
〉は
笠
の
持
ち
主
が
着
る
と
姿
が
消
え
る
と
い
う
条
件
を
伏
線
と

し
、
物
語
が
展
開
し
、
笠
で
体
を
隠
す
演
技
か
ら
身
体
的
表
現
を
生
む
。

一
方
、〈
宝
の
槌
〉は
宝
を
出
す
呪
文
を
条
件
に
、
出
る
は
ず
も
な
い
も

の
を
言
葉
に
取
り
繕
う
面
白
さ
が
あ
る
、
と
分
析
す
る
。
岩
崎
稿
・
中
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司
稿
は
、
両
者
の
直
接
的
影
響
関
係
や
先
後
関
係
を
追
究
す
る
の
で
は

な
く
、
同
じ
趣
向
が
再
編
成
さ
れ
つ
つ
作
品
に
表
れ
る
と
い
う
作
品
背

景
や
各
々
の
趣
向
を
分
析
す
る
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
。
そ
の
研
究
手

法
自
体
に
は
賛
同
し
た
い
が
、
何
ら
か
の
影
響
関
係
が
想
定
さ
れ
る
作

品
を
比
較
す
る
と
き
、
そ
の
「
関
係
」
に
触
れ
な
い
ま
ま
で
お
く
こ
と

に
は
隔
靴
掻
痒
の
感
が
残
る
。
田
口
和
夫
「
狂
言〈
末
広
か
り
〉を
遡

る
」（『
銕
仙
』
699
。
１
月
）は
天
正
本
を
も
と
に〈
末
広
か
り
〉を
読
み

直
す
。
先
行
研
究
で
は
本
曲
の
構
成
の
脆
弱
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

天
正
本
に
扇
を
笠
に
と
り
な
し
た
機
知
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
買
い
物
失
敗
と
囃
子
物
に
よ
る
浮
か
れ
る
笑
い
に
緊
密
性
が
あ
る

と
考
え
る
。
ま
た
天
正
本
で
は
、
囃
子
物
の
一
句
目
が
「
御
笠
山
」
と

な
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
、
春
日
明
神
が
御
笠
山
に
「
人
が
笠
を
さ
す

な
ら
明
神
は
御
笠
山
を
笠
に
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
る
雨
悦
び
の
歌
で

あ
っ
た
と
読
む
。
納
得
す
る
点
が
多
か
っ
た
が
、
天
正
本
の
大
名
が
な

ぜ
こ
の
雨
悦
び
の
歌
で
浮
か
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
疑
問
が
残
っ
た
。

小
田
幸
子
「
一
つ
の
袴
を
二
人
で
は
く
と
─
狂
言〈
袴
裂
〉が
で
き
る
ま

で
─
」（『
国
立
能
楽
堂
』
439
。
3
月
）は
、
国
立
能
楽
堂
企
画
公
演
と

し
て
、
天
正
本
の
記
述
と
古
画
を
重
ね
合
わ
せ
て
上
演
さ
れ
た〈
袴
裂
〉

に
関
す
る
論
。
演
出
は
①
半
袴
を
半
分
裂
く
形
、
②
半
袴
を
全
部
裂
く

形
、
③
長
袴
を
全
部
裂
く
形
、
と
変
化
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。
単
な

る
歴
史
的
回
顧
で
は
な
く
、
現
在
の
観
客
に
新
し
い
笑
い
を
提
供
す
る

と
い
う
企
画
意
図
に
は
共
感
を
覚
え
る
。
木
村
信
太
郎
「
狂
言
風
流
雑

考
」（『
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
』
84
。
３
月
）は
、
狂
言
風
流
の
中
の

語
リ
に
関
す
る
研
究
。
間
狂
言
に
拠
っ
た
語
リ
、
独
立
の
狂
言
語
リ
に

拠
っ
た
語
リ
、
他
の
素
材
に
拠
っ
て
創
作
さ
れ
た
語
リ
、
典
拠
不
明
の

語
リ
の
四
つ
に
分
類
し
た
上
で
、
狂
言
風
流
の
語
リ
の
意
義
は
、
出
物

登
場
の
一
セ
イ
と
呼
応
す
る
内
容
を
詳
述
し
、
出
物
が
賛
嘆
す
べ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
を
描
き
出
す
点
に
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
方

法
に
お
い
て
脇
狂
言
と
の
類
似
性
も
指
摘
す
る
。
狂
言
風
流
は
祝
言
に

重
き
を
お
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
然
の
考
察
結
果
だ
と
い
え
る
。
先

行
研
究
と
は
異
な
る
見
解
が
ほ
し
い
。
大
藏
吉
次
郎
・
原
由
来
恵
「
詩

歌
と
狂
言
─
提
言
に
代
え
て　

歌
謡
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー｢

文
藝
の
可
能

性｣

─
」（『
文
学
・
語
学
』
228
。
４
月
）は
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

二
〇
一
九
年
度
夏
季
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
。
狂
言
の
詩
歌
を
直
接
的

享
受
①
歌
の
意
味
、
詠
む
行
為
が
素
材
と
な
り
効
果
と
な
る
表
現
、
②

同
一
語
で
あ
り
な
が
ら
発
声
の
違
い
を
利
用
す
る
表
現
、
間
接
的
享
受

③
意
味
を
省
き
音
声
に
よ
っ
て
生
じ
る
言
葉
を
使
用
す
る
表
現
、
④
当

時
の
流
行
歌
に
型
付
け
し
た
「
舞
」「
仕
方
」
と
い
う
身
体
表
現
の
四

つ
に
わ
け
、
詩
歌
と
身
体
表
現
の
関
係
を
抽
出
し
よ
う
と
試
み
る
。
狂

言
の
詩
歌
の
間
テ
ク
ス
ト
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
狂
言

が
身
体
表
現
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
四
つ
の
分
類
に
基
づ
く
曲
紹
介

に
終
始
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
主
張
の
本
意
が
汲
み
取
れ
な

か
っ
た
。
謝
林
「
中
世
歌
謡
に
お
け
る
漢
文
学
受
容
の
一
側
面
─
『
閑

吟
集
』
か
ら
狂
言
へ
」（『
地
域
政
策
科
学
研
究
』
17
。
３
月
）は
『
閑

吟
集
』
26
番
歌
の
「
上
林
」
の
解
釈
と
、
同
歌
と
狂
言〈
鳴
子
〉と
の
関

係
に
つ
い
て
の
論
。
閑
吟
集
で
は
「
上
の
林
」、
天
正
本
で
は
「
上
の

山
」
と
な
っ
て
い
る
点
を
庶
民
の
芸
能
で
あ
る
狂
言
に
は
漢
文
の
素
養

を
必
要
と
す
る
「
上
林
」
が
受
容
し
づ
ら
か
っ
た
と
し
、
虎
明
本
が
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「
上
の
林
」
と
す
る
こ
と
を
家
元
制
度
導
入
に
よ
る
台
本
改
作
の
加
速

化
や
『
閑
吟
集
』
受
容
の
増
加
の
影
響
と
考
え
、
和
泉
流
が
「
上
の

山
」
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
大
蔵
流
へ
の
対
抗
意
識
と
推
測
す
る
。
い

ず
れ
も
狂
言
史
を
正
確
に
踏
ま
え
、
よ
り
慎
重
な
考
察
が
必
要
だ
ろ
う
。

牧
野
陽
子
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
作 “ C

hin-chin K
obakam

a : 
T

he Fairies of the Floor-B
oards” 

と
新
作
狂
言
「
ち
ん
ち
ん
小

袴
」」
は
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
作
品
の
狂
言
化
に
つ
い
て
の
考

察
。「
ち
ん
ち
ん
小
袴
」
は
日
本
昔
話
シ
リ
ー
ズ
の
続
編
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
縮
緬
本
の
一
つ
で
、
怠
け
者
の
姫
が
捨
て
た
爪
楊
枝
が
精
と
な

り
、
姫
を
悩
ま
す
昔
話
風
の
物
語
で
、
近
年
茂
山
千
五
郎
家
に
よ
っ
て

狂
言
化
さ
れ
た
。
物
語
制
作
の
背
景
を
分
析
し
た
上
で
、
原
作
の
も
つ

妖
気
さ
は
消
え
、
夫
婦
の
や
り
取
り
に
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
て
い
る
と
考

察
す
る
。
武
蔵
野
大
学
能
楽
研
究
講
座
「
能
・
狂
言
の
祭
」
の
報
告
の

一
つ
で
あ
る
山
本
東
次
郎
・
山
本
泰
太
郎
・
羽
田
昶
「
狂
言
に
見
る
祭

─
祇
園
会
・
大
嘗
会
を
中
心
に
」（『
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー

紀
要
』
31
。
３
月
）も
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
。〈
髭
櫓
〉〈
煎
物
〉〈
栗
隈
神

明
〉〈
福
部
の
神
〉〈
瓜
盗
人
〉の
紹
介
が
中
心
。

　

狂
言
で
は
な
い
が
、
壬
生
狂
言
に
関
す
る
論
考
も
こ
こ
で
取
り
上
げ

る
。
八
木
智
生
「
壬
生
狂
言
の
地
獄
劇
」（『
同
志
社
国
文
学
』
92
。
３

月
）は
元
禄
時
代
以
前
の
近
世
壬
生
狂
言
の
地
獄
劇
に
対
す
る
演
者
・

観
客
の
認
識
を
考
察
す
る
。
絵
解
き
か
ら
近
世
の
人
々
の
地
獄
観
を
推

測
し
、
近
世
初
期
の
種
々
の
文
献
の
壬
生
狂
言
に
関
わ
る
記
述
を
も
と

に
、
宗
教
的
性
格
が
強
調
さ
れ
て
き
た
地
獄
劇
の
娯
楽
性
に
注
目
す
る
。

中
西
恵
子
「
寛
政
期
に
お
け
る
芝
全
交
作
黄
表
紙
の
手
法
─
壬
生
狂
言

を
題
材
と
す
る
作
品
を
中
心
に
─
」（『
国
文
』
133
。
９
月
）は
、
水
戸

藩
狂
言
師
山
本
藤
七
の
養
子
と
な
り
、
大
蔵
流
狂
言
師
で
も
あ
っ
た
芝

全
交
の
黄
表
紙
作
品
に
お
け
る
壬
生
狂
言
の
趣
向
の
摂
取
を
考
察
す
る
。

『
直
読
見
台
萩
』
は
登
場
人
物
が
話
さ
ず
、
詞
書
の
会
話
文
な
い
こ
と

で
無
言
劇
と
し
て
の
特
徴
を
際
立
た
せ
る
点
、『
浮
世
操
九
面
十
面
』

は
壬
生
狂
言
の
大
流
行
を
う
け
て
ほ
と
ん
ど
の
登
場
人
物
が
面
を
着
用

す
る
と
い
う
点
か
ら
、
壬
生
狂
言
の
特
徴
を
作
品
全
体
に
用
い
る
と
い

う
全
交
の
著
述
手
法
を
導
く
。
全
交
の
作
品
で
は
な
い
が
、
冒
頭
で
触

れ
て
い
る
桜
川
慈
悲
成
作
『
壬
生
踊
戯
作
面
目
』
は
壬
生
狂
言
だ
け
で

な
く
、
狂
言〈
三
人
片
輪
〉の
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

間
狂
言
研
究
は
、
飯
塚
恵
理
人
の
連
載
「
幽
玄
の
い
ざ
な
い
」
が
二

本
。「〈
葛
城
〉の
間
狂
言
諸
本
に
お
け
る
葛
城
の
神
の
描
か
れ
方
の
相

違
」（『
紫
明
』
46
。
３
月
）は
『
副
言
巻
』
掲
載
の〈
葛
城
〉間
狂
言
の

紹
介
。
本
曲
の
殆
ど
の
間
狂
言
は
一
言
主
と
女
神
が
同
体
と
説
く
が
、

『
副
言
巻
』
は
男
神
の
一
言
主
が
葛
城
山
を
領
地
と
す
る
た
め
、
醜
い

女
神
と
結
婚
し
た
と
指
摘
し
、
元
章
周
辺
の
国
学
者
の
創
案
と
推
測
す

る
。「〈
山
姥
〉間
狂
言
の
比
較
か
ら
考
え
る
山
姥
の
要
素
」（
同
誌
47
。

９
月
）は
山
脇
得
平
本
・『
副
言
巻
』・
山
本
東
本
の
比
較
。〈
山
姥
〉の

間
狂
言
は
上
路
越
え
の
勧
め
、
突
然
の
日
没
の
不
思
議
、
山
姥
の
謂
れ

の
三
要
素
か
ら
な
り
、
こ
れ
ら
に
西
方
浄
土
へ
の
距
離
、
家
も
消
え
る

不
思
議
を
追
加
し
、
さ
ら
に
山
姥
に
な
る
も
の
の
異
同
も
見
ら
れ
る
と

指
摘
す
る
。
最
後
に
こ
う
し
た
差
異
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
、
上
演
時

の
間
狂
言
の
長
短
や
そ
れ
を
務
め
る
役
者
の
裁
量
が
影
響
し
て
い
る
と

推
測
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
さ
ら
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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最
後
に
狂
言
に
関
わ
る
国
語
学
・
言
語
学
研
究
。
小
林
千
草
「『
続

狂
言
記
』
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
幕
末
台
本
の
表
現
性 

─
そ
の
実
態
と
狙

い
─
」（『
表
現
研
究
』
111
。
１
月
）は
、
氏
が
精
力
的
に
進
め
て
い
る

成
城
大
学
図
書
館
蔵
狂
言
台
本
の
考
察
。
本
稿
は
「
成
城〈
遠
山
〉本
」

と
称
す
る
六
曲
所
収
本
の
う
ち〈
瓜
盗
賊（
瓜
ぬ
す
人
）〉を
国
語
学
の
見

地
か
ら
分
析
す
る
。『
続
狂
言
記
』
を
も
と
に
、
和
泉
流
役
者
が
中
心

に
大
蔵
流
役
者
の
協
力
を
得
て
、「
合
議
」
で
台
本
を
作
っ
た
と
推
測

す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
背
景
を
想
定
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
深
津

周
太
「
狂
言
台
本
に
お
け
る
意
外
性
標
識 

─
疑
問
詞
「
何
」
に
基
づ

く
一
語
文
的
表
現
の
実
態
─
」（『
静
言
論
叢
』
３
。
３
月
）、「
意
外
性

標
識
」
と
称
す
る
「
何
と
」
と
い
っ
た
相
手
の
発
言
に
対
す
る
驚
き
を

表
す
言
葉
に
注
目
し
、
台
本
間
の
差
異
を
検
討
す
る
。
虎
明
本
・
天
理

本
に
は
中
世
後
期
、
忠
政
本
・
狂
言
記
に
は
近
世
初
期
の
様
相
が
見
え

る
と
し
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
が
「
何
と
」
が
衰
退
し
、「
何

じ
ゃ
」
が
台
頭
す
る
時
代
だ
と
分
析
す
る
。
米
田
達
郎
「
鷺
流
狂
言
保

教
本
に
使
用
さ
れ
る（
ウ
）ズ
ル
に
つ
い
て 

─
②
古
語
型
と
し
て
使
用

さ
れ
る
背
景
に
つ
い
て
─
」（『
大
阪
工
業
大
学
紀
要
』
65
。
９
月
）は
、

狂
言
台
本
の
記
述
を
①
当
代
型
、
②
古
語
型（
室
町
時
代
以
来
の
言
葉
）、

③
新
古
語
型（
①
と
②
の
折
衷
）と
分
類
す
る
国
語
学
研
究
を
踏
ま
え
、

助
動
詞
「（
ウ
）ズ
ル
」
を
通
し
て
②
が
18
世
紀
以
降
に
ど
の
よ
う
に
継

承
さ
れ
て
い
る
か
分
析
す
る
。「（
ウ
）ズ
ル
」
は
18
世
紀
ご
ろ
、
は
尾

張
で
出
版
さ
れ
た
洒
落
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
古
め
か
し
い
言
葉
で
あ
っ

た
が
、
保
教
本
は
虎
明
本
と
比
べ
る
と
使
用
頻
度
が
下
が
り
、
名
女
川

本
で
は
話
し
手
が
聞
き
手
に
畏
ま
る
場
面
、
賢
通
本
で
は
閻
魔
と
い
っ

た
特
定
の
役
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
能
楽
研
究
者
に
は
な
い
視

点
か
ら
の
分
析
で
あ
り
、
学
ぶ
こ
と
も
多
い
論
だ
が
、
流
派
・
家
ご
と

に
台
本
の
用
例
を
増
や
し
て
分
析
を
加
え
て
み
た
い
問
題
で
あ
る
。
北

崎
勇
帆
「
近
代
に
口
語
訳
さ
れ
た
狂
言
記
」（『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』

39
。
３
月
）は
大
正
八
年（
一
九
一
九
）刊
佐
久
間
春
山
著
『
新
釈
狂
言

記
』
と
『
狂
言
記
』
の
比
較
考
察
。
近
世
上
方
語
か
ら
近
代
東
京
語
へ

の
変
換
を
下
地
と
す
る
が
、
両
書
の
比
較
か
ら
近
世
語
か
ら
近
代
語
へ

の
推
移
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
役
に
よ
っ
て
、
語
尾

に
『
狂
言
記
』
の
表
現
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
点
は
興
味
深
い
。

【
そ
の
他
】

■
美
術

　

内
田
篤
呉
「
室
町
蒔
絵
と
謡
曲
の
意
匠 : 

男
山
蒔
絵
硯
箱
を
め
ぐ
っ

て
」
は
、『
能
と
狂
言
』
17
の
特
集
「
美
術
工
芸
と
能
楽
」
の
な
か
の

1
本
。
第
17
回
能
楽
学
会
大
会（
2
0
1
8
年
）に
お
け
る
大
会
企
画
で

の
講
演
を
も
と
に
し
た
論
考
で
あ
る
。
工
芸
史
の
立
場
か
ら
、
室
町
期

に
お
い
て
蒔
絵
意
匠
に
謡
曲
の
モ
チ
ー
フ
が
見
い
だ
さ
れ
る
か
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
中
心
的
な
検
討
対
象
は
重
要
文
化
財
「
男
山
蒔
絵
硯

箱
」。
著
者
自
身
に
よ
る
も
の
を
含
む
先
行
研
究
の
解
釈
を
再
検
討
し
、

「〈
女
郎
花
〉〈
放
生
川
〉〈
弓
八
幡
〉な
ど
豊
饒
な
室
町
文
芸
の
世
界
を
享

受
し
て
い
る
」
と
い
う
解
釈
を
示
し
つ
つ
、
直
接
的
な
関
係
の
明
証
は

な
い
と
結
論
す
る
。
こ
れ
は
室
町
期
蒔
絵
に
は
共
通
し
て
言
え
る
こ
と

で
、
蒔
絵
意
匠
に
謡
曲
の
図
像
が
は
っ
き
り
と
登
場
す
る
の
は
江
戸
時

代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
由
。
本
稿
は
ま
た
、
室
町
期
の
蒔
絵
意
匠
に
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は
、
モ
チ
ー
フ
を
韜
晦
す
る
解
釈
ゲ
ー
ム
の
様
相
が
あ
る
こ
と
、
ま
た

古
注
釈
に
似
た
中
世
独
特
の
附
会
的
想
像
力
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
。
作
品
制
作
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
解
釈
環
境
の
面
で
美
術
工
芸

と
能
に
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
て
、
面
白
い
と
感
じ
た
。

　

清
水
玲
子
「
近
代
絵
画
と
能
：
文
明
開
化
と
芸
術
」（『
国
立
能
楽

堂
』
438
）は
、
ま
ず
小
堀
鞆
音
、
安
田
靫
彦
、
横
山
大
観
の
3
人
の
日

本
画
家
に
つ
い
て
、
経
歴
を
確
認
し
た
う
え
で
、
明
治
期
の
西
洋
絵
画

受
容
の
影
響
で
歴
史
画
が
重
視
さ
れ
た
な
か
で
か
れ
ら
が
描
い
た
作
品

が
、
能
楽
を
描
い
た
も
の
と
言
い
切
る
こ
と
が
難
し
い
と
指
摘
す
る
。

と
い
う
の
は
、
歴
史
画
が
対
象
と
す
る
モ
チ
ー
フ
と
能
の
作
品
が
対
象

と
す
る
モ
チ
ー
フ
が
重
な
り
あ
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
曰
く
「
単
に
人
物

を
写
す
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
、
能
楽
の
表
現
し
よ
う
と
す
る
テ
ー
マ

が
描
き
出
さ
れ
て
こ
そ
、
能
の
絵
画
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
」。
こ
の

「
能
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
の
か
た
ま
た
ま
能
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
を
扱
っ

た
の
か
」
と
い
う
問
題
は
、
上
述
し
た
蒔
絵
の
事
情
と
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
に
比
し
て
は
っ
き
り
と
能
の
絵
画
と
し
て
解
釈
で
き
る
作
品
と
し

て
洋
画
家
川
村
清
雄
の
『
形
見
の
直
垂
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）を
分

析
し
て
み
せ
る
。
本
来
の
呼
称
が
「
形
見
の
直
衣
」
で
あ
っ
た
こ
と
を

手
が
か
り
に
、
こ
こ
で
描
か
れ
た
少
女
が
能
『
井
筒
』
に
お
い
て
在
原

業
平
の
形
見
の
直
衣
を
着
て
業
平
を
思
慕
す
る
シ
テ
に
重
ね
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
制
作
事
情
か
ら
そ
こ
に
さ
ら
に
勝
海
舟
を
思
慕
す
る

画
家
自
身
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
を
示
す
。

　

林
和
利
「
能
・
狂
言
色
彩
考
」（『
ア
リ
ー
ナ
』
23
）は
、
能
・
狂
言

に
お
け
る
色
彩
の
要
素
を
概
観
し
て
、
こ
の
世
界
に
お
け
る
色
の
意
識

を
考
察
す
る
。
ま
ず
色
彩
の
諸
相
を
11
に
分
類
す
る
。
う
ち
鏡
板
、
揚

幕
、
装
束
、
面
に
つ
い
て
は
、
先
行
文
献
を
参
照
し
つ
つ
歴
史
的
視
点

も
含
め
て
特
に
丁
寧
に
見
る
。
揚
幕
の
五
色
が
固
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
指
摘
も
。
そ
の
他
、
演
出
上
で
色
を
選
択
す
る
7
要
素
を
整

理
す
る（
色
入
り
・
色
無
し
、
足
袋
の
色
、
等
）。
そ
の
う
え
で
各
色
の

示
す
意
味
や
価
値
を
検
討
し
、
特
に
白
と
緑
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
指

摘
。
さ
ら
に
世
阿
弥
の
色
彩
意
識
に
論
及
し
、『
申
楽
談
儀
』
を
中
心

に
伝
書
に
お
け
る
関
連
記
事
を
検
討
す
る
。
当
時
は
現
代
よ
り
彩
色
上

の
裁
量
が
あ
り
世
阿
弥
自
身
に
も
心
配
り
が
あ
っ
た
と
し
た
う
え
で
、

「
た
だ
し
、
世
阿
弥
が
め
ざ
し
た
究
極
の
価
値
観
は
色
彩
否
定
に
通
じ

る
も
の
で
あ
り
、
現
代
の
能
は
概
ね
そ
の
方
向
で
進
化
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
か
」
と
結
ぶ
。

■
受
容

　

来
日
外
国
人
と
し
て
先
駆
的
な
能
楽
研
究
を
お
こ
な
っ
た
ノ
エ
ル
・

ペ
リ
は
、
1
9
2
2
年
に
急
死
し
た
。
翌
1
9
2
3
年
に
パ
リ
地
理
学

協
会
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
追
悼
記
念
会
に
お
い
て
、
在
仏
日
本
人
が
鼓

入
り
の
仕
舞
を
披
露
し
た
。
素
人
に
よ
る
も
の
だ
が
フ
ラ
ン
ス
で
の
日

本
人
に
よ
る
最
初
の
能
の
公
演
で
あ
る
。
坂
東
愛
子
「
藤
田
嗣
治
と
能 

： 

ペ
リ
追
悼
記
念
会
を
通
し
て
」（『
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー

紀
要
』
31
）は
、
こ
の
公
演
に
至
る
経
緯
と
実
態
と
と
も
に
、
こ
の
演

能
を
企
画
し
た
画
家
藤
田
嗣
治
が
こ
れ
に
関
わ
っ
た
文
脈
を
明
ら
か
に

す
る
。
ま
ず
藤
田
が
即
席
で
老
松
と
竹
を
描
い
た
布
キ
ャ
ン
バ
ス
の
舞

台
背
景
図
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
関
与
の
背

景
と
し
て
、
著
者
は
1
9
2
0
年
代
の
日
仏
外
交
関
係
の
改
善
を
指
摘
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し
、
こ
の
出
来
事
が
東
京
に
お
け
る
日
仏
会
館
設
立（
1
9
2
4
）や
パ

リ
国
際
大
学
都
市
日
本
館
の
建
設（
1
9
2
9
）と
一
連
の
出
来
事
で
あ

る
と
す
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
藤
田
は
ペ
リ
追
悼
会
の
前
年
に
も
コ
メ

デ
ィ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
に
お
け
る
能
形
式
『
羽
衣
』
を
脚
本
・
演
出

し
て
お
り
、「「
日
本
の
表
象
」
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
」
と
述
べ
る
。

さ
ら
に
19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
能
の
受

容
事
例
を
概
観
し
、
こ
の
藤
田
の
試
み
を
よ
り
長
い
文
脈
の
な
か
で
評

価
し
て
い
る
。「
美
術
」
の
枠
で
紹
介
し
よ
う
か
迷
っ
た
が
、
海
外
に

お
け
る
能
楽
受
容
研
究
の
側
面
が
強
い
と
判
断
し
た
。

　

近
代
文
学
・
演
劇
に
お
け
る
能
の
受
容
と
し
て
、
毎
年
な
に
が
し
か

の
論
文
が
書
か
れ
る
の
が
三
島
由
紀
夫
の
『
近
代
能
楽
集
』
シ
リ
ー
ズ
。

木
谷
真
紀
子
「
三
島
由
紀
夫
「
班
女
」
論 : 
能
楽
「
班
女
」
と
日
本
古

典
文
学
に
お
け
る〈
花
子
〉と〈
実
子
〉の
系
譜
」（『
同
志
社
大
学
日
本

語
・
日
本
文
化
研
究
』
17
）は
、
ま
ず
本
作
の
評
価
が
生
前
に
低
く
死

後
に
高
ま
っ
た
こ
と
、
原
曲
か
ら
の
隔
絶
が
強
調
さ
れ
て
影
響
関
係
の

検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
三
島
が
こ
の
能
を
ど
う
理

解
し
た
う
え
で
作
品
を
構
想
し
た
か
を
論
じ
る
。
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は

三
島
に
お
け
る
「
待
つ
人
物
」
の
モ
チ
ー
フ
。
従
来
の
研
究
は
三
島
作

「
班
女
」
の
人
物
造
形
に
つ
い
て
三
島
自
身
の
コ
メ
ン
ト
も
ふ
ま
え
て

西
洋
文
学
の
影
響
の
み
指
摘
し
て
き
た
が
、
三
島
の
日
本
古
典
と
観
能

経
験
か
ら
の
影
響
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
由
。

　

近
代
文
学
に
お
け
る
能
の
受
容
と
い
え
ば
、
も
う
ひ
と
り
夏
目
漱
石
。

羽
田
昶
「
漱
石
の
書
簡
と
日
記
に
表
わ
れ
た
謡
」（『
武
蔵
野
大
学
能
楽

資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
31
号
）は
、『
漱
石
全
集
』
の
書
簡
と
日
記
か
ら

謡
と
能
に
関
す
る
記
述
を
集
め
、
時
系
列
順
に
紹
介
し
た
も
の
。
謡
に

興
味
を
も
っ
て
か
ら
熱
中
し
冷
め
る
ま
で
が
見
て
取
れ
る
由
。

■
観
光

　

辻
本
勝
久
「
訪
日
客
の
構
成
と
消
費
行
動
の
転
換
に
向
け
た
伝
統
芸

能
「
能
楽
」
の
活
用
」（『K

ansai

空
港
レ
ビ
ュ
ー
』
495
）は
観
光
学
の

立
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
。
掲
載
誌
は
関
西
空
港
調
査
会
が
発
行
す
る
。

訪
日
観
光
客
に
と
っ
て
伝
統
芸
能
体
験
の
満
足
度
が
高
い
こ
と
に
着
目

し
、
特
に
関
西
地
域
に
お
け
る
能
楽
の
観
光
資
源
と
し
て
の
可
能
性
を

論
じ
る
。
ま
た
、
能
楽
を
活
用
す
る
た
め
の
提
言
と
し
て
、
言
葉
の
バ

リ
ア
の
解
消
、
開
演
時
間
の
分
散
、
Ｖ
Ｒ
等
の
技
術
の
活
用
、
公
演
情

報
多
言
語
提
供
と
購
入
機
会
の
拡
大
、
体
験
の
場
の
提
供
、
関
連
文
化

財
へ
の
誘
客
、
等
を
あ
げ
る
。
た
と
え
ば
最
後
の
点
に
関
し
て
は
、
関

西
国
際
空
港
の
対
岸
に
「
紀
貫
之
が
登
場
す
る
能
「
蟻
通
」
の
舞
台

地
・
蟻
通
神
社
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が
ど
れ
く
ら
い
い
る
で

あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
。
な
る
ほ
ど
そ
う
い
う
視
点
の
効
用
は
あ
る
な

と
思
わ
さ
れ
た
。

■
教
育

　

三
宅
晶
子
「
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
報
告 

学
校
で
教
え
る
能
・
狂
言
」

（『
能
と
狂
言
』
17
）は
、
能
楽
学
会
に
お
け
る
同
タ
イ
ト
ル
の
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
報
告
。
中
村
雅
之
氏
が
語
っ
た
横
浜
能
楽
堂
の
「
子
供

狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
、
鵜
澤
久
氏
が
語
っ
た
川
崎
市
文
化
財
団

の
「
夏
休
み
能
楽
体
験
鑑
賞
教
室
」
の
取
り
組
み
を
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介

し
、
そ
の
実
際
と
課
題
を
述
べ
た
。

　

村
木
洋
子
・
佐
久
間
二
郎
・
白
日
歩
「
能
楽
の
地
謡
学
習
に
平
均
律
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教
育
の
蓄
積
が
も
た
ら
す
影
響 : 

『
土
蜘
蛛
』
演
習
を
通
し
て
」（『
山

梨
県
立
大
学
人
間
福
祉
学
部
紀
要
』
15
）は
、
大
学
の
教
員
養
成
課
程

（
幼
稚
園
及
び
小
学
校
）の
授
業
実
践
を
通
じ
て
学
校
に
お
け
る
邦
楽
教

育
の
難
し
さ
を
考
え
る
論
考
。
こ
の
授
業
で
は
、
山
梨
出
身
の
シ
テ
方

観
世
流
能
楽
師
で
あ
る
佐
久
間
二
郎
氏
の
協
力
の
も
と
、
能
『
土
蜘

蛛
』
の
謡
、
仕
舞
、
小
鼓
を
学
生
が
習
得
す
る
過
程
を
観
察
し
、
音
楽

経
験
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
紙
調
査
と
対
照
・
分
析
し
た
。
そ
れ
を
通

じ
て
、
そ
れ
ま
で
西
洋
式
の
平
均
律
の
音
楽
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た

現
代
の
日
本
の
学
生
に
と
っ
て
は
、「
本
末
転
倒
で
は
あ
る
が
、
邦
楽

を
学
ぶ
こ
と
は
ま
る
で
異
文
化
体
験
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
が
浮
か
び

上
が
る
。
本
稿
は
こ
う
し
た
事
情
を
理
解
し
た
う
え
で
の
教
育
の
必
要

性
を
指
摘
す
る
。

■
現
代

　

戦
後
以
降
の
能
界
の
動
向
に
関
す
る
文
章
を
こ
こ
で
ま
と
め
る
。
田

口
和
夫
「
私
の
研
究
史 : 

能
楽
・
説
話
と
の
六
〇
年　

付
録 

昭
和

三
〇
年
代
初
め
一
学
生
の
東
京
能
楽
体
験
記
」（『
藝
能
史
研
究
』
231
）

は
、
今
や
能
楽
研
究
の
最
長
老
と
な
ら
れ
た
田
口
氏
が
、
昭
和
30
年
代

以
降
の
能
楽
研
究
の
発
展
に
関
す
る
「
研
究
史
の
一
証
言
」
と
し
て

語
っ
た
自
伝
で
あ
る
。
羽
田
昶
・
高
橋
葉
子
「「
平
成
の
楽
劇
」
能
・

狂
言
」（『
楽
劇
学
』
27
）は
、
楽
劇
学
会
第
27
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
お
け
る
公
演
の
記
録
。
学
部
学
生
で
あ
っ
た
昭
和
30
年
か
ら
33
年
に

か
け
て
の
観
能
日
記
の
記
録
が
付
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ひ
と
つ

の
近
代
能
楽
史
資
料
と
言
え
よ
う
。
羽
田
氏
が
東
京
を
中
心
に
、
高
橋

氏
が
関
西
の
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
期
の
能
楽
界
の
事
情
を
語
る
。
概
観
し

た
の
ち
に
狂
言
抜
き
の
公
演
、
他
ジ
ャ
ン
ル
と
の
交
流
な
ど
の
ト
ピ
ッ

ク
ご
と
に
主
要
な
出
来
事
に
言
及
す
る
。
末
尾
に
主
要
な
出
来
事
が
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
灯
台
も
と
暗
し
で
、
意
外
と
こ
の
時
期
の
能
界

の
動
向
を
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
た
文
章
は
な
く
、
貴
重
。
デ
ィ
エ
ゴ
・

ペ
レ
ッ
キ
ア
「
京
都
の
能
楽
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響 : 

現
時
点
で

の
考
察
」（『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
26
）は
、

2
0
2
0 

年
末
の
時
点
で
、
日
本
で
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
2
月
以

降
の
10
ヶ
月
を
振
り
返
っ
た
。
京
都
の
能
界
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
基
づ
き
、
イ
ベ
ン
ト
の
延
期
、
稽
古
へ
の
影
響
、
ネ
ッ
ト
の
利
用
活

発
化
と
い
っ
た
動
向
を
伝
え
る
。
渦
中
の
息
づ
か
い
が
後
に
貴
重
な
記

録
と
し
て
参
照
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

■
文
化
交
流

　

神
野
知
恵
「
農
楽
と
能
楽 : 

国
立
能
楽
堂
に
お
け
る
二
〇
二
〇
年
交

流
公
演
の
記
録
」（『
韓
国
朝
鮮
の
文
化
と
社
会
』
19
巻
）は
、

2
0
2
0
年
1
月
25
日
に
国
立
能
楽
堂
で
天
籟
能
の
会
が
主
催
し
た

「
の
う
が
く
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
実
現
に
至
る
ま
で
の
レ
ポ
ー
ト
。

こ
れ
は
韓
国
の
農
楽（
門
ク
ッ
、
成
造
プ
リ
、
パ
ン
ク
ッ
、
コ
ッ
カ
ル

ソ
ゴ
チ
ュ
ム
）と
日
本
の
能
楽（
半
能
『
賀
茂
』
間
狂
言
『
御
田
』）を
併

せ
て
上
演
す
る
企
画
で
あ
る
。
実
現
の
経
緯
は
、
ま
ず
天
籟
能
の
会
が

多
田
富
雄
作
『
望
恨
歌
』
上
演
を
シ
テ
方
観
世
流
の
清
水
寬
二
氏
に
依

頼
し
、
清
水
氏
か
ら
著
者
の
神
野
氏
に
韓
国
の
芸
能
者
と
共
同
制
作
し

た
い
旨
の
仲
介
依
頼
が
あ
り
、
そ
の
後
に
徴
用
工
問
題
等
の
状
況
下
で

『
望
恨
歌
』
上
演
が
難
し
い
な
か
、
可
能
な
形
態
を
探
っ
て
当
日
に

至
っ
た
と
い
う
も
の
。
こ
の
種
の
文
化
交
流
が
、
い
か
に
当
事
者
同
士
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の
信
頼
と
熱
意
に
よ
っ
て
動
く
も
の
で
あ
る
の
か
が
わ
か
る
。
な
お
、

農
楽
と
の
共
演
に
よ
る
『
望
恨
歌
』
上
演
は
翌
年
の
第
9
回
天
籟
能
の

会（
2
0
2
1
年
12
月
25
日
）で
実
現
し
た
。
ま
た
本
稿
は
野
村
信
一
ほ

か
編
『
能
楽
の
源
流
を
東
ア
ジ
ア
に
問
う
』（
風
響
社
、
2
0
2
2
年
）

に
再
録
さ
れ
て
い
る
。（
横
山
）

【
外
国
語
に
よ
る
能
楽
研
究
】

◎
単
行
本

〇A
nno, M

ariko. Piercing the Structure of T
radition: F

lute 
Perform

ance, C
ontinuity, and F

reedom
 in the M

usic of N
oh 

D
ram

a. Cornell U
niversity Press.

　

一
噌
流
の
能
管
を
習
う
著
者
が
そ
の
伝
統
と
革
新
を
論
じ
る
。
能
管

の
構
造
と
技
法
、
曲
中
に
お
け
る
役
割
を
解
説
し
、〈
敦
盛
〉と〈
鷹
の

泉
〉（
改
作
や
英
語
版
も
含
む
）を
例
と
し
て
、
囃
子
の
固
定
さ
れ
た
伝

統
と
形
式
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
な
か
で
奏
者
が
ど
の

よ
う
に
創
造
性
を
発
揮
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
書
は
能
管
の
音

楽
面
を
分
析
し
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
英
語
文
献
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、

五
線
譜
で
呂
中
干
の
旋
律
を
表
し
た
り
、
著
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

音
源
が
聞
け
た
り
と
、
日
本
語
を
解
し
な
い
読
者
に
も
わ
か
る
よ
う
工

夫
が
さ
れ
て
い
る
。
国
外
で
の
研
究
が
今
後
発
展
す
る
契
機
に
も
な
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

◎
論
文

〇H
intereder-E

m
de, F

ranz. “T
he D

ream
 in Japanese N

oh 

D
ram

a.” In M
ediating the D

ream
 / Les genres et m

édias du rêve. 
edited by B

ernard D
ieterle and M

anfred E
ngel. K

önigshausen 
&

 N
eum

ann, 429– 447.

　

夢
分
析
、
文
学
、
美
術
な
ど
、
夢
の
文
化
的
側
面
に
つ
い
て
の
研
究

書
の
な
か
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
考
。
夢
幻
能
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
が

舞
台
空
間
、
ワ
キ
の
役
割
と
、
面
や
型
に
よ
る
演
技
に
よ
っ
て
成
立
し

て
い
る
と
し
て
、〈
井
筒
〉〈
敦
盛
〉〈
松
風
〉を
例
に
夢
幻
能
の
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す
。
演
技
や
舞
台
空
間
に
よ
っ
て
夢
の
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
性
が
強
調
さ
れ
る
一
方
で
、
綿
密
な
間
テ
ク
ス
ト
性
と
イ
メ
ー
ジ
の

積
み
重
ね
が
心
理
的
ド
ラ
マ
を
創
り
出
し
て
い
る
と
述
べ
る
。

 

〇Jelesijevic, D
unja. “Shinto Spaces and Shinbutsu Interaction 

in the N
oh.” In E

xploring Shinto, edited by M
ichael P

ye. 
E

quinox, 151–172.

　

　
〈
山
姥
〉と〈
野
宮
〉を
例
に
、
能
の
シ
テ
が
ど
の
よ
う
に
神
仏
習
合
の

枠
組
み
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
、
重
層
的
な
空
間
に
お
い
て
相
互
の
交

流
を
促
す
か
を
論
じ
る
。
神
道
で
は
山
や
水
辺
、
ま
た
場
と
い
っ
た
空

間
そ
の
も
の
が
神
道
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
表
し
て
い
る
の
に
対
し
、
仏

教
は
非
二
元
論
の
下
ど
の
空
間
で
も
教
化
の
場
と
な
り
う
る
、
と
い
う

理
解
に
基
づ
き
、
神
道
の
空
間（
山
や
神
社
と
い
っ
た
場
所
、
そ
こ
に

あ
る
自
然
、
ま
た
そ
の
中
に
身
を
置
く
人
物
）で
シ
テ
が
成
仏
を
願
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
が
神
道
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の

中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
上
記
の
二
曲
に
お
い
て
は
、
物

理
的
・
地
理
的
空
間
と
、
そ
こ
に
存
在
す
る
事
物
が
有
機
的
・
体
系
的
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に
結
び
つ
く
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
相
容
れ
な
い
要
素
も
一
体
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
な
る
宗
教
的
伝
統
を
和
合
す
る
場
と
し
て
能

が
成
立
す
る
と
主
張
す
る
。

 

〇T
akeuchi, A

kiko. “T
he Fusion of N

arration and C
haracter 

Voices in N
oh D

ram
a: A

 N
arratological A

pproach to Zeam
iʼs 

G
od Plays and W

arrior Plays.” N
arratological P erspectives on 

Prem
odern Japanese Literature （Special Issue 7

） : 113–49.

　

能
の
詞
章
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
話
し
手
の
人
称
の
不
明
瞭
さ
に
つ

い
て
、
世
阿
弥
の
神
能
と
修
羅
能
を
取
り
上
げ
、
そ
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の

構
造
の
違
い
と
も
た
ら
す
効
果
を
分
析
す
る
。
修
羅
能
に
お
い
て
は
、

シ
テ
と
ワ
キ
な
い
し
地
謡
の
発
話
が
一
体
と
な
っ
て
も
最
後
に
は
シ
テ

の
呼
び
か
け
で
終
わ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
登
場
人
物
内
で
完

結
す
る
の
に
対
し
、
神
能
に
お
い
て
は
人
称
が
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
御
代
を
寿
ぐ
と
い
う
趣
旨
が
観
客（
将
軍
）に
も
及
ぶ
こ
と

が
で
き
る
、
と
指
摘
す
る
。
そ
こ
に
は
能
の
社
会
的
・
宗
教
的
な
ね
ら

い
に
あ
わ
せ
て
人
称
を
曖
昧
に
し
て
お
く（
あ
る
い
は
、
し
て
お
か
な

い
）世
阿
弥
の
意
図
が
見
え
る
、
と
結
ん
で
い
る
。

 

〇R
ockell, K

im
. “K

now
ing N

oh and ʻN
ō-Ingʼ E

nglish through 
Intercultural P

erform
ing A

rts.” International Journal of 
E

ducation &
 the A

rts 21 （10/11

）: 1–22.

　

話
す
機
会
が
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
日
本
人
の
英
語
学
習
に
お

い
て
、
音
楽
や
演
劇
を
用
い
て
そ
の
欠
点
を
克
服
し
よ
う
と
試
み
て
き

た
著
者
が
、
2
0
1
8-

１
９
年
に
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
学
科
の

大
学
生
に
能
の
様
式
を
取
り
入
れ
た
英
語
劇
を
上
演
さ
せ
る
試
み
を
行

い
、
準
備
段
階
か
ら
上
演
後
ま
で
を
報
告
し
た
も
の
。
あ
く
ま
で
教
育

目
的
で
の
能
の
利
用
で
あ
る
た
め
、
本
論
は
そ
の
教
育
的
効
果
が
主
な

趣
旨
で
あ
る
が
、
謡
を
英
語
で
謡
う
こ
と
が
英
語
の
使
用
に
自
信
を
も

た
ら
す
こ
と
、
学
生
の
能
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
や
、
慣
れ
親
し

ん
だ
も
の（
日
本
語
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
用
語
）と
異
質
な
も
の（
英
語
、

能
）の
文
化
交
流
が
学
生
に
良
い
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
述
べ
る
。

 

〇V
iatte, C

hloé, and N
ishino A

yako. “Le nô D
am

e A
oi-no-ue 

ou le dram
e de lʼabsence: E

ssai de traduction des pièces de nô 
jouées à Paris lors du festival Japonism

es 2018.” （﹃
葵
上
﹄
あ
る

い
は
不
在
の（
悲
）劇
:
パ
リ
能
楽
上
演
曲
目
の
試
訳
）﹃
慶
應
義
塾
大
学

日
吉
紀
要 

フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学 

﹄70 : 27–69.

　

2
0
1
8
年
か
ら
2
0
1
9
年
に
か
け
て
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
祭
に
お
い
て
上
演
さ
れ
た
能
の
う
ち
、〈
葵
上
〉に
つ
い
て
、

海
外
受
容
史
や
海
外
向
け
文
献
に
言
及
し
な
が
ら
、
曲
の
特
色
や
翻
訳

の
工
夫
を
論
じ
た
も
の
。〈
葵
上
〉の
理
解
の
カ
ギ
が
不
在（
葵
上
、
源

氏
、
青
女
房
な
ど
の
視
覚
的
不
在
や
、
本
説
に
沿
っ
て
い
な
い
こ
と
）

に
あ
る
と
い
う
立
場
に
基
づ
き
、
上
演
時
に
字
幕
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

相
互
補
完
で
観
客
の
理
解
を
助
け
な
が
ら
も
、
説
明
も
し
す
ぎ
ず
に
、

不
在
と
解
明
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
訳
を
目
指
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。

 

〇---. “Le nô K
inuta, lʼam

er écho: essai de traduction des 
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pièces de nô jouées à Paris lors du festival Japonism

es 2018.” 
（﹃
砧
﹄︑
閨
怨
の
響
き
:
パ
リ
能
楽
上
演
曲
目
の
試
訳
）﹃
慶
應
義
塾
大

学
日
吉
紀
要 

フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
﹄71 : 17–63.

　

同
著
者
に
よ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
祭
の
上
演
曲〈
砧
〉に
つ
い
て
の
論
考
。

恨
み
、
砧
な
ど
曲
の
モ
チ
ー
フ
と
、「
待
つ
女
」
で
あ
る
シ
テ
の
感
情

を
、
文
学
的
背
景
を
含
め
て
字
幕
と
詞
章
の
翻
訳
を
示
し
な
が
ら
詳
細

に
解
説
す
る
。
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
、
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
の
訳
や
ポ
ー

ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
の
引
用
等
の
紹
介
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
読
者
に

向
け
た
解
説
と
い
っ
た
趣
で
あ
る
。

 

〇M
atsum

oto, K
aoru, and A

kiko M
anabe. “A

 K
yogen Version 

of Yeatsʼ ʻK
iogenʼ: O

n D
irecting T

he C
at and the M

oon in 
Japan.” In Yeats and A

sia: O
verview

s and C
ase Studies, edited 

by Seán G
olden. C

ork U
niversity Press, 181–190.

　

Ｗ
・
Ｂ
・
イ
ェ
イ
ツ
に
よ
る
詩
劇 “T

he Cat and the M
oon”

が

狂
言
に
再
翻
案
さ
れ
、
2
0
1
5
年
11
月
10
日
に
神
戸
学
院
大
学
に
お

い
て
初
演
さ
れ
た
。
そ
の
総
合
演
出
を
担
っ
た
大
蔵
流
狂
言
方
、
松
本

薫
に
よ
る
講
演（
2
0
1
6
年
イ
ェ
イ
ツ
国
際
学
会
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
）を

真
鍋
晶
子
が
英
訳
し
た
も
の
。
上
演
に
あ
た
っ
て
の
原
作
の
解
釈
や
工

夫
、
学
ん
だ
事
を
述
べ
る
。

 

〇Sato, Yoko. “Fenollosaʼs M
anuscript of K

ikazu Zato: T
he 

Japanese Source of Yeatsʼ T
he C

at and the M
oon.” In Yeats and 

A
sia: O

verview
s and C

ase Studies, edited by Seán G
olden. C

ork 

U
niversity Press, 169–180.

　

イ
ェ
イ
ツ
の
詩
劇 “ T

he C
at and the M

oon”

の
も
と
と
な
っ
た

狂
言〈
不
聞
座
頭
〉に
つ
い
て
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ノ
ー
ト

と
大
蔵
虎
寛
本
お
よ
び
和
泉
流
狂
言
大
成
を
比
較
し
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の

テ
ク
ス
ト
が
ど
ち
ら
に
も
基
づ
い
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
、『
続
狂
言

記
』（
一
七
〇
〇
年
）か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
可
能
性
に
言
及
す
る（
た
だ

し
詳
細
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
）。
ま
た
、
一
見
、
狂
言
の
本
筋

と
は
関
係
が
希
薄
な
よ
う
で
い
て
登
場
人
物
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
と

の
差
異
を
演
出
す
る
小
歌
の
翻
訳
が“ T

he C
at and the M

oon”

に
も

影
響
を
与
え
た
と
結
論
づ
け
る
。

 

〇G
olden, Séan. “N

oh T
heatre.” In Yeats and A

sia: O
verview

s 
and C

ase Studies, edited by Seán G
olden. C

ork U
niversity 

Press, 211–229.

　

イ
ェ
イ
ツ
が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
野
口
米
次
郎
、
パ
ウ
ン
ド
、
伊
藤
道
郎

等
か
ら
能
楽
を
学
び
、
創
作
に
生
か
し
た
過
程
を
概
説
す
る
。
能
楽
に

関
す
る
言
及
は
前
半
の
み
で
、
後
半
は
彼
が
影
響
を
受
け
た
ア
ジ
ア

（
中
国
と
日
本
）の
文
献
や
精
神
論
に
つ
い
て
述
べ
る
。

 　

こ
の
他
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
芸
術
家
に
よ
る〈
羽
衣
〉翻
案
に
関
す
る
ス
ペ

イ
ン
語
文
献
、 

能
と
暗
黒
舞
踏
に
影
響
を
受
け
た
舞
踊
作
品
に
関
す
る

リ
ト
ア
ニ
ア
語
文
献
、
崑
劇
と
狂
言
の
公
演
に
つ
い
て
の
中
国
語
文
献

が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
あ
っ
た
。（
宮
崎
）


